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Ｌ
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Ｌ
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浮
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庫
書
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ど
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通
し
て
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一　

は
じ
め
に

ジ
ェ
イ
ン
ズ
大
尉
が
熊
本
洋
學
校
教
師
時
代
の
日
常
を
綴
っ
たK
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reak from
 

Feudalism
.

（
同
志
社
々
史
々
料
編
集
所
・
編
。
以
下
『
ク
マ
モ
ト
』
と
す
る
。）
に
は
、
そ
の
後
、
同
志
社
英
學
校
に
進
学
し
、

同
志
社
の
屋
台
骨
と
な
っ
た
熊
本
洋
學
校
生
の
名
前
が
挙
が
っ
て
い
る
。

あ
る
日
、「
ど
れ
が
最
も
優
れ
た
基
督
教
か
教
え
て
下
さ
い
」
と
ジ
ェ
イ
ン
ズ
に
質
問
し
た
市
原
盛
宏
に
、
ジ
ェ
イ
ン
ズ
は
、
翌

日
夕
方
こ
の
質
問
に
関
心
を
持
つ
生
徒
す
べ
て
に
返
事
を
し
た
い
、
と
告
げ
た
。
市
原
が
連
れ
て
き
た
学
友
は
、
山
崎
為
徳
、
金

森
通
倫
、
下
村
孝
太
郎
、
伊
勢
（
横
井
）
時
雄
、
宮
川
経
輝
、
海
老
名
喜
三
郎
（
彈
正
）、
不
破
唯
次
郎
、
浮
田
和
民
と
記
さ
れ
て

お
り
、
浮
田
の
名
前
は
最
後
に
見
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
他
愛
の
な
い
話
で
再
度
『
ク
マ
モ
ト
』
に
登
場
し
、
浮
田
の
名
前
は
同
書

で
二
度
し
か
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
し
か
し
、
あ
と
一
か
所
、
浮
田
と
考
え
ら
れ
る
人
物
が
無
記
名
の
ま
ま
で
登
場
す
る
場
面

が
あ
る
。



二

浮
田
和
民
と
Ｌ
・
Ｌ
・
ジ
ェ
イ
ン
ズ
大
尉
の
人
間
的
交
流
―
浮
田
文
庫
書
簡
な
ど
を
通
し
て
―

そ
し
て
、
現
在
―
一
八
九
一
年
五
月
―
、
こ
こ
ア
ナ
ー
バ
ー
（A

nn A
rbor, M

ich.

）
で
、
教
え
子
の
一
人
が
私
に

こ
う
言
っ
た
。「
熊
本
の
『
ボ
ー
イ
達
』
は
、
同
志
社
の
主
要
な
学
部
を
す
べ
て
掌
握
し
て
い
ま
す
。
小
崎
弘
道
は
、
新

島
襄
の
跡
を
継
い
で
、同
志
社
の
社
長
に
な
り
ま
し
た
。
下
村
孝
太
郎
は
、理
化
学
科
［
理
化
学
校
］
の
学
科
長
［
教
頭
］

を
務
め
て
い
ま
す
。
市
原
盛
宏
は
イ
ェ
ー
ル
大
学
で
の
学
業
を
終
え
、
再
び
同
志
社
で
教
授
職
に
就
き
ま
す
。
森
田
久

萬
人
は
、
最
近
、
イ
ェ
ー
ル
大
学
で
東
洋
哲
学
の
講
師
に
任
命
さ
れ
た
ば
か
り
で
、
来
年
帰
国
し
、
市
原
や
宮
川
經
輝

と
合
流
す
る
予
定
で
す
。
そ
し
て
、
他
の
同
級
の
四
、五
人
が
、
こ
の
偉
大
な
る
学
校
の
他
の
学
部
で
管
理
運
営
の
仕
事

に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。」（
第
三
十
二
章
）

た
だ
し
、
小
崎
弘
道
が
、
新
島
襄
の
後
継
者
と
し
て
同
志
社
の
社
長
に
就
任
し
た
の
は
、
彼
が
同
志
社
社
員
會
で
社
長
に
推
挙

さ
れ
た
一
八
九
二
（
明
治
二
五
）
年
四
月
十
八
日
以
降
で
あ
る
（『
廿
五
年
度
報
告
』）。
従
っ
て
、
ジ
ェ
イ
ン
ズ
が
第
三
十
二
章
で

記
し
た
日
付
は
、
彼
の
勘
違
い
に
よ
る
間
違
い
か
、
彼
の
編
集
の
過
誤
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

一
方
、ジ
ェ
イ
ン
ズ
が
浮
田
和
民
に
宛
て
た
書
簡
（
書
簡
②
、本
稿
第
三
節
参
照
）
に
は
、 I have been w

orking ［
執
筆
活
動
］ 

night and day since you left

…
（
下
線
付
記
）
と
、
書
簡
の
日
付
か
ら
、
明
治
二
十
五
年
九
月
以
前
に
、
浮
田
が
、
ア
ナ
ー
バ
ー

に
住
む
ジ
ェ
イ
ン
ズ
に
面
会
し
た
事
実
が
記
さ
れ
て
い
る
。
浮
田
は
、
明
治
二
十
五
年
六
月
二
十
四
日
に
同
志
社
第
十
七
學
年
度

卒
業
式
と
送
別
會
に
出
席
し
た
あ
と
、
イ
ェ
ー
ル
大
学
に
留
学
す
る
た
め
に
渡
米
し
た
。
着
米
早
々
、
旧
師
ジ
ェ
イ
ン
ズ
宅
に
足

を
運
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。

小
崎
の
社
長
就
任
を
確
認
し
、
米
国
で
旧
師
と
面
会
す
る
こ
と
が
で
き
た
「
教
え
子
の
一
人
」
と
は
、
浮
田
和
民
で
あ
る
。

浮
田
は
、
帰
米
し
た
旧
師
の
も
と
を
訪
ね
て
、
同
志
社
に
所
属
す
る
朋
友
の
近
況
を
伝
え
る
と
い
う
重
要
な
任
務
を
果
た
し
た



三

浮
田
和
民
と
Ｌ
・
Ｌ
・
ジ
ェ
イ
ン
ズ
大
尉
の
人
間
的
交
流
―
浮
田
文
庫
書
簡
な
ど
を
通
し
て
―

に
も
拘
ら
ず
、
彼
は
名
も
な
い
「
教
え
子
の
一
人
」
と
処
理
さ
れ
、
イ
ェ
ー
ル
大
学
に
所
属
す
る
こ
と
に
も
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。

さ
ら
に
、『
ク
マ
モ
ト
』
の
巻
末
で
は
、
東
京
專
門
學
校
に
移
籍
し
た
浮
田
の
所
属
は
、「
福
澤
大
学
歴
史
学
教
授
」
と
記
さ
れ
て

い
る
。
浮
田
本
人
に
至
っ
て
は
、
後
年
「
私
の
如
き
は
同
志
社
出
身
者
と
し
て
一
向
成
功
と
い
ふ
幸
運
に
は
接
し
な
か
っ
た
」
と

ま
で
回
顧
し
た
。

浮
田
は
、
ジ
ェ
イ
ン
ズ
に
と
っ
て
熟
知
す
る
に
値
し
な
い
人
物
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
―
そ
れ
は
否
で
あ
る
。

二　

国
粋
理
念
溢
れ
る
思
想
家
・
浮
田
和
民
と
孤
高
の
宗
教
家
・
ジ
ェ
イ
ン
ズ

幕
末
期
に
世
界
に
門
戸
を
開
い
た
日
本
は
、
そ
の
後
国
を
挙
げ
て
近
代
国
家
へ
の
道
（
一
）
を
模
索
す
る
。
す
る
と
、
祖
国
よ
り
も

高
い
地
位
と
給
与
を
求
め
て
御
雇
外
国
人
が
日
本
に
押
し
寄
せ
た
。
熊
本
洋
學
校
に
「
英
學
敎
師
」
と
し
て
赴
任
し
た
米
国
退
役

軍
人 

Ｌ
・
Ｌ
・
ジ
ェ
イ
ン
ズ
大
尉
も
そ
の
一
人
で
あ
る
。
日
本
は
、
当
初
、
近
代
科
学
文
化
に
お
い
て
絶
対
的
な
知
識
と
実
践
を

持
つ
御
雇
外
国
人
の
指
導
を
受
け
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
が
、
ひ
た
す
ら
富
国
強
兵
に
務
め
、
国
力
が
付
く
と
人
件
費
の
か
か
る
外

国
人
を
解
雇
し
て
い
っ
た
。
そ
の
た
め
、
日
本
は
西
洋
諸
国
に
不
義
理
を
働
い
た
と
言
う
者
も
い
た
。
し
か
し
、
日
本
国
側
は
、

自
分
達
が
頼
ん
で
も
い
な
い
宗
教
教
師
［
宣
教
師
］
の
来
日
は
別
と
し
て
、
西
洋
か
ら
の
電
信
技
術
、
鉄
道
、
学
校
制
度
、
装
甲
艦
、

軍
紀
概
念
の
摂
取
が
無
料
で
済
ん
だ
こ
と
は
一
切
な
く
、
そ
れ
な
り
に
大
金
を
費
や
し
た
、
と
主
張
し
た
と
い
う
。

は
る
か
昔
か
ら
、
中
国
は
日
本
の
精
神
的
な
師
で
あ
り
、
近
年
に
入
る
と
西
洋
は
日
本
の
実
践
の
師
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、

一
八
九
四
（
明
治
二
七
）
年
七
月
、
朝
鮮
半
島
の
覇
権
を
巡
っ
て
日
清
戦
争
が
勃
発
す
る
と
、
日
本
は
こ
れ
ま
で
に
な
く
中
国
侵

略
に
意
欲
を
燃
や
し
た
。
小
国
日
本
が
覚
醒
し
て
、
中
国
の
大
軍
隊
と
対
峙
し
た
こ
と
に
、
世
界
が
祝
意
を
示
す
こ
と
は
尤
も
な

こ
と
で
あ
っ
た
。
日
清
戦
争
は
、
中
国
や
西
洋
の
優
等
な
生
徒
で
あ
っ
た
日
本
が
豹
変
し
た
瞬
間
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。



四

浮
田
和
民
と
Ｌ
・
Ｌ
・
ジ
ェ
イ
ン
ズ
大
尉
の
人
間
的
交
流
―
浮
田
文
庫
書
簡
な
ど
を
通
し
て
―

こ
の
戦
争
を
挟
ん
で
、
日
本
と
諸
外
国
と
の
関
係
が
変
容
す
る
。（『
ク
マ
モ
ト
』）

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
外
国
人
読
者
か
ら
注
目
を
受
け
た
日
本
人
評
論
家
が
い
た
。
浮
田
和
民
で
あ
る
。
浮
田
和
民
は
、

一
八
七
一
（
明
治
四
）
年
、
熊
本
洋
學
校
に
一
級
生
と
し
て
入
学
し
た
。
一
八
七
六
（
明
治
九
）
年
に
、
海
老
名
彈
正
、
宮
川
經
輝
、

横
井
時
雄
、金
森
通
倫
ら
と
奉
教
趣
意
書
に
署
名
し
て
世
間
を
騒
が
せ
た
あ
と
、同
志
社
英
學
校
に
進
学
し
た
所
謂
「
熊
本
バ
ン
ド
」

と
呼
ば
れ
た
グ
ル
ー
プ
の
一
人
で
あ
る
。

一
八
九
四
（
明
治
二
七
）
年
、
在
米
中
の
浮
田
和
民
―A
 Japanese in A

m
erica, K

. U
kita

―
が
投
稿
し
た
論
文
が
、
以
下

の
よ
う
に
論
評
さ
れ
た
。「
欧
米
人
と
全
く
異
な
っ
た
視
点
で
、
全
く
異
な
っ
た
切
り
口
か
ら
繰
り
出
さ
れ
る
浮
田
の
信
念
に
は
、

小
気
味
よ
い
ほ
ど
率
直
に
日
本
人
の
感
情
が
鏤
め
ら
れ
て
い
る
。
精
神
主
義
を
信
条
と
す
る
日
本
人
な
ら
で
は
の
浮
田
の
確
信
は
、

現
実
主
義
を
信
条
と
す
る
外
国
人
か
ら
見
れ
ば
不
正
確
で
あ
り
、
さ
ら
に
は
間
違
い
だ
と
指
摘
さ
れ
た
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
も
の
の
、

興
味
深
い
考
え
方
で
あ
っ
た
た
め
、
外
国
人
読
者
は
、
彼
の
間
違
い
さ
え
容
認
で
き
た
。」
と
い
う
の
で
あ
る
。
当
時
は
、
西
洋
に

か
ぶ
れ
た
日
本
人
が
「
軽
薄
な
」
論
評
を
数
多
く
出
し
た
時
期
で
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
浮
田
の
よ
う
に
分
か
り
や
す
い
英
語
で

述
べ
た
自
由
な
言
論
に
ほ
と
ん
ど
出
会
う
こ
と
が
な
い
の
で
、
彼
の
言
説
を
聞
く
と
、
本
当
に
胸
の
す
く
思
い
が
す
る
と
い
う
の

で
あ
る
。（Lafcadio H

earn

）

こ
の
論
評
は
、
遡
る
こ
と
二
十
年
足
ら
ず
前
の
明
治
九
年
、
熊
本
を
離
れ
、
大
坂
英
語
學
校
に
勤
め
始
め
た
ジ
ェ
イ
ン
ズ
と
、

同
志
社
英
學
校
に
進
学
し
た
熊
本
洋
學
校
の
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
生
徒
に
関
し
て
、「
ジ
ェ
イ
ン
ズ
大
尉
は
、簡
単
な
用
語
で
現
地
の
人
々

に
福
音
を
説
こ
う
と
試
み
る
一
流
の
人
物
で
す
。
彼
の
教
え
子
で
あ
る
熊
本 

［
洋
學
校
］ 

の
若
者
達
は
、
私
の
聞
き
及
ぶ
中
で
、
祈

祷
や
説
教
の
際
に
は
、
誰
も
が
理
解
で
き
る
よ
う
に
ご
く
簡
単
な
用
語
を
使
っ
て
説
い
た
最
初
の
日
本
人
伝
道
師
で
す
…
」（A

 

letter from
 J. D

. D
avis, K

yoto, to N
. G. Clark, Boston, dated on N

ov. 3, 1876.

）
と
本
部
ボ
ス
ト
ン
に
報
告
さ
れ
た
ア



五

浮
田
和
民
と
Ｌ
・
Ｌ
・
ジ
ェ
イ
ン
ズ
大
尉
の
人
間
的
交
流
―
浮
田
文
庫
書
簡
な
ど
を
通
し
て
―

リ
カ
ン
・
ボ
ー
ド
宣
教
師
書
簡
を
髣
髴
と
さ
せ
る
。

本
稿
で
は
、
熊
本
洋
學
校
英
学
教
師
ジ
ェ
イ
ン
ズ
と
並
列
し
て
、
熊
本
洋
學
校
卒
業
生
浮
田
和
民
を
取
り
上
げ
た
。
そ
れ
は
、

日
本
に
近
代
評
論
が
流
入
し
た
ば
か
り
の
時
期
に
、
外
国
人
が
違
和
感
を
覚
え
な
が
ら
も
そ
の
独
特
な
評
論
が
評
価
さ
れ
た
浮
田

と
、
生
涯
平
信
徒
を
貫
い
た
に
も
拘
ら
ず
、
当
初
、
同
志
社
カ
レ
ッ
ジ
の
校
長
に
推
挙
さ
れ
、
基
督
教
海
外
宣
教
団
体
ア
メ
リ
カ
ン
・

ボ
ー
ド
宣
教
師
団
に
支
持
称
賛
さ
れ
た
ジ
ェ
イ
ン
ズ
に
、
同
じ
オ
ー
ラ
を
感
じ
た
た
め
で
る
。
ま
ず
、
ジ
ェ
イ
ン
ズ
と
浮
田
の
履

歴
を
追
う
。

※
Ｌ
・
Ｌ
・
ジ
ェ
イ
ン
ズ
と
浮
田
和
民
の
履
歴

日
本
に
お
け
る
ジ
ェ
イ
ン
ズ
の
生
業
は
、
布
教
で
な
く
、
教
育
で
あ
る
。
初
任
地
は
、
熊
本
城
内
、
古
城
（
フ
ル
シ
ロ
）
に
所

在
し
た
熊
本
洋
學
校
で
、
着
任
は
、
明
治
四
（
一
八
七
一
）
年
九
月
一
日
だ
っ
た
。
米
国
か
ら
招
聘
さ
れ
た
退
役
軍
人
ジ
ェ
イ
ン

ズ
（Leroy Lansing Janes　

1838-1909

）
は
、
洋
學
校
が
閉
校
す
る
ま
で
の
五
年
間
、
二
五
〇
名
を
超
え
る
士
民
（
士
族
と
平

民
）
少
年
少
女
の
秀
才
に
英
語
で
英
学
を
教
授
す
る
傍
ら
、
熊
本
城
外
に
お
い
て
、
西
洋
農
法
を
含
む
近
代
科
学
技
術
や
文
化
の

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
務
め
、
地
域
住
民
の
福
利
厚
生
の
向
上
に
尽
力
し
た
。（
二
）
熊
本
で
、
直
接
或
い
は
間
接
的
に
、
彼
の
啓
発
を
受

け
た
者
の
数
は
計
り
知
れ
な
い
。

ジ
ェ
イ
ン
ズ
は
、
一
八
七
六
（
明
治
九
）
年
十
月
七
日
に
熊
本
を
離
れ
、
同
年
十
一
月
一
日
か
ら
官
立
大
坂
英
語
學
校
に
勤
務

し
た
。
し
か
し
、
半
年
足
ら
ず
で
同
校
を
依
願
退
職
し
、
ア
メ
リ
カ
ン
・
ボ
ー
ド
（
以
下
、
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｆ
Ｍ 

と
す
る
）
の
要
請
と
援

助
を
受
け
、
一
八
七
七
（
明
治
一
〇
）
年
五
月
に
帰
米
し
た
。
校
長
職
を
約
束
さ
れ
た
同
志
社
カ
レ
ッ
ジ
の
設
立
資
金
を
調
達
す

る
た
め
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
お
よ
そ
八
年
間
、
熊
本
の
教
え
子
達
と
連
絡
を
取
っ
て
い
な
い
。
米
国
で
の 

Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｆ
Ｍ 

事
業
の



六

浮
田
和
民
と
Ｌ
・
Ｌ
・
ジ
ェ
イ
ン
ズ
大
尉
の
人
間
的
交
流
―
浮
田
文
庫
書
簡
な
ど
を
通
し
て
―

挫
折
と
、
長
期
に
渡
っ
た
ハ
リ
エ
ッ
ト
（H

arriet W
. Janes　

1847-85

）
と
の
離
婚
訴
訟
が
原
因
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
後

者
で
は
、
ジ
ェ
イ
ン
ズ
の
不
貞
行
為
が
申
し
立
て
ら
れ
た
が
、
証
拠
が
な
く
事
実
上
ジ
ェ
イ
ン
ズ
の
勝
訴
と
い
う
形
で
離
婚
が
成

立
し
た
。
そ
の
後
、
ハ
リ
エ
ッ
ト
は
実
家
で
逝
去
し
た
。
ジ
ェ
イ
ン
ズ
は
、
五
人
の
実
子
を
育
て
な
が
ら
、
十
六
年
間
米
国
に
と

ど
ま
る
が
、
同
志
社
第
二
代
社
長
と
な
っ
た
小
崎
弘
道
（
一
八
五
六
‐
一
九
三
八
）
ら
熊
本
洋
學
校
の
教
え
子
達
の
尽
力
で
再
来

日
す
る
。
一
八
九
三
（
明
治
二
六
）
年
八
月
二
十
五
日
か
ら
二
年
間
、
第
三
髙
等
中
學
校
（
途
中
、
第
三
髙
等
學
校
に
改
称
）
に
、

一
八
九
七
（
明
治
三
〇
）
年
一
月
二
十
五
日
か
ら
は
鹿
兒
島
縣
尋
常
中
學
造
士
舘
に
半
年
ほ
ど
奉
職
し
た
。
最
後
の
赴
任
校
、
第

三
高
等
学
校
（
一
八
九
七
年
（
明
治
三
〇
）
年
八
月
一
日
‐
一
八
九
九
（
明
治
三
二
）
年
七
月
三
十
一
日
）
を
満
期
退
職
し
た
あ

と
は
米
国
に
戻
り
、
一
九
〇
九
（
明
治
四
二
）
年
に
召
天
し
た
。

一
方
、
浮
田
和
民
（
一
八
六
〇
‐
一
九
四
六
）
は
、
洋
學
校
在
学
中
の
一
八
七
六
（
明
治
九
）
年
一
月
三
十
日
、
聖
書
研
究
を

続
け
た
洋
學
校
生
徒
有
志
と
共
に
、
花
岡
山
山
上
で
「
奉
教
趣
意
書
」
に
署
名
し
、
キ
リ
ス
ト
の
精
神
に
従
っ
て
民
族
さ
ら
に
は

人
類
の
た
め
に
一
生
を
捧
げ
る
こ
と
を
誓
っ
た
（
花
岡
山
結
盟
事
件
）。
ジ
ェ
イ
ン
ズ
は
、
同
年
四
月
に
、
基
督
教
を
信
仰
す
る
生

徒
に
洗
礼
を
授
け
て
い
る
。
受
洗
者
は
、
不
破
唯
次
郎
、
上
原
方
立
、
小
崎
弘
道
、
由
布
武
三
郎
、
市
原
盛
宏
、
岡
田
松
生
、
下

村
孝
太
郎
、
藏
原
惟
郭
、
辻
（
家
永
）
豊
吉
、
和
田
正
脩
、
浮
田
和
民
、
古
荘
三
郎
、
宮
川
經
輝
、
林
治
定
、
森
田
久
萬
人
、
赤

嶺
瀬
一
郎
、
加
藤
勇
次
郎
ら
で
あ
っ
た
。
洗
礼
名
は
ト
マ
ス
浮
田
。
浮
田
は
、
病
気
の
た
め
一
年
遅
れ
て
、
明
治
九
年
に
熊
本
洋

學
校
を
卒
業
し
た
。

そ
の
直
後
、
洋
學
校
が
閉
鎖
さ
れ
る
と
、
彼
は
、
洋
學
校
の
他
の
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
生
徒
と
共
に
官
許
同
志
社
英
學
校
に
入
学
し
た
。

の
ち
に
浮
田
の
研
究
分
野
の
一
つ
と
な
る
政
治
経
済
学
は
、
宗
教
の
他
、
自
然
科
学
も
講
じ
た
イ
ェ
ー
ル
大
学
首
席
卒
業
生
ラ
ー

ネ
ッ
ド
（D

w
ight W

hitney Learned　

1848-1943

）
が
担
当
し
た
。



七

浮
田
和
民
と
Ｌ
・
Ｌ
・
ジ
ェ
イ
ン
ズ
大
尉
の
人
間
的
交
流
―
浮
田
文
庫
書
簡
な
ど
を
通
し
て
―

さ
て
、
浮
田
文
庫
（
本
稿
第
三
節
参
照
）
に
は
『
同
志
社
時
報
』
が
二
部
保
管
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
、
大
正
十
四
年
十

月
発
行
の
機
関
紙
に
は
、
ラ
ー
ネ
ッ
ド
博
士
の
特
集
が
組
ま
れ
、
浮
田
も
寄
稿
し
て
い
る
。
そ
の
文
章
は
明
晰
で
、
綴
ら
れ
て
い

る
ラ
ー
ネ
ッ
ド
教
授
の
逸
話
―
承
知
し
な
い
こ
と
に
は
、
あ
た
か
も
孔
子
の
格
言
の
如
く
、 I don't know

. 

の
回
答
を
貫
い
た
こ

と
、
ラ
ー
ネ
ッ
ド
教
授
の
経
済
学
講
義
が
好
評
を
博
し
、
第
一
高
等
學
校 ［
マ
マ
］ 

の
教
科
書
に
採
用
さ
れ
た
こ
と
な
ど
―
は
、
後
年
、

同
志
社
関
係
の
多
く
の
論
文
、
書
籍
、
講
演
な
ど
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
当
該
機
関
紙
の
他
、
ラ
ー
ネ
ッ
ド
教
授
の
委
託
で
浮
田

が
和
訳
し
た
『
經
濟
學
之
原
理
』（
一
八
九
二
年
、
再
版
）
も
、
浮
田
文
庫
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。

浮
田
は
、
一
八
七
九
（
同
十
二
）
年
六
月
十
二
日
、
十
四
名
の
熊
本
洋
學
校
の
朋
友
と
共
に
、
第
一
回
卒
業
生
と
し
て
神
学
の

特
別
三
年
課
程
を
修
了
し
た
。
大
阪
、
神
戸
に
滞
在
し
た
あ
と
東
上
し
、『
六
合
雑
誌
』
に
関
わ
っ
た
が
、
新
島
襄
の
要
請
を
受
け

入
れ
、
一
八
八
六
（
同
十
九
）
年
に
同
志
社
の
教
員
と
な
る
。
明
治
二
十
五
年
六
月
、
イ
ェ
ー
ル
大
学
教
授 

Ｇ
・
Ｔ
・
ラ
ッ
ド
博

士
（George T

rum
bull Ladd　

1842-1921
）
が
同
志
社
で
哲
学
の
講
義
を
行
っ
た
。
浮
田
教
授
は
、
同
月
の
卒
業
式
を
終
え
た

あ
と
渡
米
し
て
、
イ
ェ
ー
ル
大
学
で
ラ
ッ
ド
氏
に
師
事
し
、
史
学
、
政
治
学
、
政
治
史
を
研
学
し
た
。
彼
は
、
明
治
二
十
七
年
四

月
十
九
日
に
同
志
社
に
着
し
、
翌
五
月
七
日
か
ら
毎
日
一
時
間
ず
つ
授
業
を
始
め
て
い
る
。

そ
の
後
、
浮
田
は
、
ア
メ
リ
カ
ン
・
ボ
ー
ド
宣
教
師
た
ち
と
の
対
立
で
同
志
社
を
去
り
、
一
八
九
七
（
明
治
三
〇
）
年
五
月
、

東
京
專
門
學
校
に
移
籍
し
た
。
一
九
〇
〇
（
同
三
三
）
年
二
月
か
ら
一
九
〇
二
（
同
三
五
）
年
八
月
ま
で
、
東
京
專
門
學
校
圖
書

舘
長
を
務
め
、
一
九
〇
四
（
同
三
七
）
三
月
よ
り
一
九
〇
九
（
同
四
二
）
年
七
月
ま
で
、
改
称
さ
れ
た
早
稲
田
大
學
髙
等
師
範
部

長
と
し
て
教
務
を
掌
理
し
た
。
一
九
〇
九
（
明
治
四
二
）
年
二
月
か
ら
一
九
一
九
（
大
正
八
）
年
六
月
ま
で
は
、学
校
教
育
の
傍
ら
、

総
合
雑
誌
『
太
陽
』
の
主
幹
と
な
り
、
社
会
教
育
に
従
事
し
た
。
一
九
四
一
（
昭
和
一
六
）
年
五
月
十
五
日
、
早
稲
田
大
學
を
退

職
し
（
同
大
學
名
誉
教
授
）、
一
九
四
六
（
昭
和
二
一
）
年
十
月
二
十
八
日
、
東
京
都
豊
島
区
高
田
本
町
の
自
宅
に
て
八
十
八
才
で



八

浮
田
和
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Ｌ
・
Ｌ
・
ジ
ェ
イ
ン
ズ
大
尉
の
人
間
的
交
流
―
浮
田
文
庫
書
簡
な
ど
を
通
し
て
―

逝
去
し
た
。（『
浮
田
和
民
先
生
追
懐
錄
』、『
七
十
年
の
回
顧
』、同
志
社
『
廿
五
年
度
報
告
』、『
廿
六
年
度
報
告
』、『
廿
七
年
度
報
告
』、

及
び
『
廿
八
年
度
報
告
』、『
近
代
日
本
哲
学
思
想
家
辞
典
』
ほ
か
）

三　

早
稲
田
大
学
が
所
蔵
す
る
ジ
ェ
イ
ン
ズ
関
係
資
料

小
崎
弘
道
は
、「
…
彼 

［
ジ
ェ
イ
ン
ズ
］ 

の
遺
稿
の
大
部
分
は
未
亡
人
よ
り
浮
田
和
民
君
宛
て
に
送
り
來
り
今
尚
ほ
早
稲
田
大
學

の
圖
書
館
に
藏
め
て
あ
る
…
」（『
七
十
年
の
回
顧
』）
と
い
う
興
味
深
い
回
顧
録
（
三
）
を
残
し
て
い
る
。
筆
者
は
、
小
崎
の
こ
の
陳

述
文
に
よ
っ
て
、
浮
田
和
民
の
蔵
書
及
び
関
係
資
料
を
収
蔵
す
る
「
浮
田
文
庫
」
の
存
在
を
知
り
、
本
稿
で
用
い
る
資
料
に
巡
り

合
う
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
中
か
ら
、
本
稿
で
は
、
主
と
し
て
、
以
下
の
書
簡
と
資
料
を
用
い
る
。

① A
 true copy of the paper furnished at the request of the States A

ttorney for Cook County, Ill. for the 

trial of D
r. H

arry Scudder for the m
urder of M

rs. D
unton

―em
bodying Lois H

. Janes' testim
ony in that case.

（
ジ
ェ
イ
ン
ズ
が
浮
田
に
送
っ
た
英
文
資
料
）

② A
 letter from

 L. L. Janes, A
N

N
 A

RBO
R, M

ichigan, to K
. U

kita, N
ew

 H
aven, Conn., dated on Sept. 29, 

1892.

（
書
簡
と
封
筒
、
原
本
及
び
複
写
）

③ A
 letter from

 L. L. Janes, A
N

N
 A

RBO
R, M

ichigan, to K
. U

kita, N
ew

 H
aven, Conn., dated on O

ct. 4, 1892. 

（
書
簡
と
封
筒
、
原
本
及
び
複
写
）（
四
）

④ A
 letter from

 L. L. Janes, A
N

N
 A

RBO
R, M

ichigan, to K
. U

kita, N
ew

 H
aven, Conn., dated on Jan. 9, 1893. 

（
書
簡
と
封
筒
、
原
本
及
び
複
写
）
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和
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Ｌ
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Ｌ
・
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ェ
イ
ン
ズ
大
尉
の
人
間
的
交
流
―
浮
田
文
庫
書
簡
な
ど
を
通
し
て
―

⑤ A
 letter from

 L. L. Janes, to K
. U

kita, dated on A
pr. 16, 1895. 

（
書
簡
、
原
本
及
び
複
写
、
封
筒
欠
）

⑥ A
 letter from

 L. L. Janes, K
agoshim

a, Japan, to K
azutam

i U
kita, K

yoto, Japan, dated on A
ug. 12, 1896.

（
書
簡
、
原
本
及
び
複
写
、
封
筒
欠
）

⑦ A
 letter from

 L. L. Janes, K
agoshim

a, Japan, to K
azutam

i U
kita, K

yoto, Japan, dated on A
ug. 14, 1896.

（
書
簡
、
複
写
、
封
筒
欠
）

⑧ A
 letter from

 Capt. L. L. Janes, K
agoshim

a, Japan, to Profr. K
. U

kita, D
oshisha K

yoto, Japan, dated on 

Feb. 16, 1897.

（
書
簡
と
封
筒
、
原
本
及
び
複
写
）

⑨ A
 letter from

 Flora Janes, San Jose, Cal., to M
r. Ebina, Pastor of K

um
iai Church, T

okio, Japan, dated on 

A
ug. 7, 1909.

（
書
簡
と
封
筒
、
原
本
及
び
複
写
）

右
記
九
通
の
文
書
に
は
、
ロ
イ
ス
（Lois H

. Janes
）
の
供
述
書
①
と
、
後
妻
フ
ロ
ラ
（Flora O

. Janes

）
が
組
合
教
会
牧
師
、

海
老
名
彈
正
に
宛
て
た
書
簡
⑨
が
含
ま
れ
て
い
る
。
②
か
ら
⑧
の
七
通
は
、
ジ
ェ
イ
ン
ズ
が
浮
田
和
民
に
宛
て
た
書
簡
で
あ
る
。

日
付
の
古
い
三
通
―
一
八
九
二
年
九
月
二
十
九
日
付
書
簡
②
、
同
年
十
月
四
日
付
書
簡
③
及
び
一
八
九
三
年
一
月
九
日
付
書
簡
④

―
は
、
ミ
シ
ガ
ン
州
ア
ナ
ー
バ
ー
に
居
住
す
る
ジ
ェ
イ
ン
ズ
か
ら
、
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
ニ
ュ
ー
ヘ
ヴ
ン
・
エ
ル
ム
通
り
四
三
九
号
、

即
ち
、
イ
ェ
ー
ル
大
学
に
留
学
し
て
い
た
浮
田
に
、
一
八
九
五
（
明
治
二
八
）
年
四
月
十
六
日
付
書
簡
⑤
（
五
）
は
、
三
高
の
ジ
ェ
イ

ン
ズ
か
ら
同
志
社
の
浮
田
に
、
一
八
九
六
年
八
月
十
二
日
付
書
簡
⑥
、
同
年
八
月
十
四
日
付
書
簡
⑦
及
び
一
八
九
七
年
二
月
十
六

日
付
書
簡
⑧
は
、
鹿
児
島
に
渡
っ
た
ジ
ェ
イ
ン
ズ
か
ら
京
都
の
浮
田
に
差
出
さ
れ
て
い
る
。



一
〇

浮
田
和
民
と
Ｌ
・
Ｌ
・
ジ
ェ
イ
ン
ズ
大
尉
の
人
間
的
交
流
―
浮
田
文
庫
書
簡
な
ど
を
通
し
て
―

次
に
、
こ
れ
ら
の
書
簡
な
ど
を
通
し
て
読
み
取
る
こ
と
の
で
き
た
真
相
や
、
二
人
の
濃
厚
な
交
流
に
つ
い
て
、
以
下
に
詳
記
し

た
い
。

（
一
）
ジ
ェ
イ
ン
ズ
の
一
時
帰
米
時
代
の
書
簡
―
イ
ェ
ー
ル
大
学
留
学
中
の
浮
田
と
の
交
流

書
簡
に
記
さ
れ
た
ジ
ェ
イ
ン
ズ
の
住
所
は
、46 East U

niversity A
ve., A

N
N

 A
RBO

R, M
ichigan. 

と
な
っ
て
い
る
。
こ

れ
は
、ミ
シ
ガ
ン
大
学
に
通
う
子
供
達
の
便
宜
を
図
っ
て
、オ
ハ
イ
オ
州
か
ら
移
り
住
ん
だ
た
め
で
あ
る
。
後
妻
と
な
る
フ
ロ
ラ
も
、

ミ
シ
ガ
ン
大
学
の
卒
業
生
だ
っ
た
。

一
八
九
二
（
明
治
二
五
）
年
、
帰
米
し
十
五
年
を
迎
え
た
ジ
ェ
イ
ン
ズ
は
、
留
学
の
た
め
米
国
に
渡
っ
た
浮
田
と
書
簡
を
取
り

交
わ
し
、
日
付
の
古
い
書
簡
②
で
、
元
妻
故
ハ
リ
エ
ッ
ト
の
抱
え
て
い
た
持
病
を
説
明
し
た
。

実
は
、
ハ
リ
エ
ッ
ト
の
持
病
は
、『
ク
マ
モ
ト
』
で
も
触
れ
ら
れ
て
い
る
。
ジ
ェ
イ
ン
ズ
は
、『
ク
マ
モ
ト
』
に
お
い
て
、
愛
す

べ
き
子
供
達
や
彼
自
身
に
つ
い
て
は
実
名
を
記
し
て
い
る
が
、妻
ハ
リ
エ
ッ
ト
に
関
し
て
は
、「
白
人
女
性
」、或
い
は
、「
西
洋
の
妻
」、

病
気
が
ち
の
「
母
親
」
な
ど
と
紹
介
し
、
実
名
を
挙
げ
て
い
な
い
。
ハ
リ
エ
ッ
ト
に
代
わ
っ
て
家
事
育
児
を
行
っ
た
の
は
、
気
立

て
が
良
く
有
能
な
四
人
か
ら
六
人
の
使
用
人
だ
っ
た
。「
乳
母
が
子
供
を
見
て
く
れ
る
の
で
、
母
親
は
贅
沢
な
お
昼
寝
を
楽
し
む
こ

と
が
で
き
た
」
と
も
ジ
ェ
イ
ン
ズ
は
述
べ
て
い
る
。
さ
ら
に
、ジ
ェ
イ
ン
ズ
が
洋
學
校
を
欠
勤
し
た
の
は
一
日
だ
っ
た
が
、そ
れ
は
、

一
〇
〇
マ
イ
ル 

［
約
一
六
〇
㎞
］ 

以
内
に
白
人
の
医
師
が
お
ら
ず
、
キ
セ
ル
を
ふ
か
し
た
鉄
漿
の
老
婆
に
子
供
を
取
り
上
げ
て
も
ら

う
気
に
な
れ
な
く
て
、
自
分
が
ど
う
あ
っ
て
も
助
産
夫
、
看
護
師
、
立
会
人
の
三
役
を
務
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
た
め
だ
、
と
記

し
た
。
ハ
リ
エ
ッ
ト
自
身
が
繰
り
返
し
言
う
言
葉
を
信
じ
る
な
ら
、
母
親
も
赤
ん
坊
も
産
後
の
経
過
は
良
く
な
か
っ
た
と
い
う
。

ハ
リ
エ
ッ
ト
は
、
北
米
外
邦
伝
道
史
上
名
門
の
牧
師
ス
カ
ダ
ー
の
娘
で
、
気
が
強
く
、
官
舎
で
は
夫
婦
喧
嘩
が
絶
え
な
か
っ
た
と



一
一

浮
田
和
民
と
Ｌ
・
Ｌ
・
ジ
ェ
イ
ン
ズ
大
尉
の
人
間
的
交
流
―
浮
田
文
庫
書
簡
な
ど
を
通
し
て
―

熊
本
の
生
徒
達
は
回
顧
し
た
。
勝
気
な
が
ら
、
病
弱
で
家
事
や
育
児
が
で
き
な
い
ハ
リ
エ
ッ
ト
に
関
し
て
、
ジ
ェ
イ
ン
ズ
が
『
ク

マ
モ
ト
』
に
書
き
残
し
た
の
が
、「
妻
は
持
病
―
家
系
的
な
病
気
―
を
持
っ
て
い
た
」
と
い
う
情
報
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
書
簡
②
（
六
）
か
ら
は
、
浮
田
和
民
が
ハ
リ
エ
ッ
ト
の
病
名Prolapsus U

teri

子
宮
脱
を
理
解
で
き
ず
、
旧
師
に
そ
れ

を
問
い
返
し
て
い
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
ジ
ェ
イ
ン
ズ
は
、
浮
田
に
以
下
の
回
答
を
し
た
。

「
子
宮
脱
」
に
関
し
て
、
ジ
ェ
イ
ン
ズ
夫
人 

［
ハ
リ
エ
ッ
ト
］ 

は
、
第
二
子
リ
ロ
イ 

［jr. 

即
ち
、
ヘ
ン
リ
ー
］ 

を
出
産

し
た
あ
と
、
ス
カ
ダ
ー
博
士 ［
ハ
リ
エ
ッ
ト
の
実
父
］ 

自
身
が
、
こ
れ
以
上
ひ
ど
い
例
を
見
た
こ
と
が
な
い
と
言
っ
た
程
、

彼
女
は
相
当
苦
し
み
、
博
士
は
、
娘
が
渡
日
す
る
直
前
ま
で
、
彼
女
の
治
療
を
行
っ
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
シ
ム
ズ
博
士

の
病
院
に
、
何
度
か
付
き
添
っ
た
程
で
し
た
。
ス
カ
ダ
ー
博
士
が
私
に
告
げ
た
の
は
、
こ
れ
は
『
子
宮
が
体
か
ら
飛
び

出
る
』
症
状
だ
と
言
う
こ
と
で
し
た
。
ジ
ェ
イ
ン
ズ
夫
人
の
母
で
あ
る
ス
カ
ダ
ー
博
士
夫
人
は
、
イ
ン
ド
で
同
じ
病
気

の
た
め
に
六
か
月
ベ
ッ
ド
で
暮
ら
し
ま
し
た
。
ジ
ェ
イ
ン
ズ
夫
人
の
妹
、
ケ
イ
テ
ィ
は
、
二
、三
年
前
に
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
で
未
婚
の
ま
ま
亡
く
な
り
ま
し
た
が
、
同
じ
病
気
の
治
療
を
か
な
り
の
時
間
や
は
り
シ
ム
ズ
博
士
か
ら
受
け
て
い
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
家
系
の
病
気
で
し
た
。（
書
簡
②
）

ハ
リ
エ
ッ
ト
は
、
子
宮
が
正
常
な
位
置
か
ら
外
部
に
飛
び
出
る
「
子
宮
脱
」
の
た
め
、
第
一
子
を
除
き
、
毎
回
産
後
に
こ
の
病

気
で
苦
し
ん
で
い
た
と
い
う
の
で
あ
る
。「
子
宮
脱
」は
、し
ば
し
ば
精
神
錯
乱
を
併
発
す
る
疾
患
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
。
彼
女
は
、

フ
ァ
ニ
ー ［
バ
ー
テ
ィ
］ 

と
ヘ
ン
リ
ー
の
二
人
の
子
供
を
連
れ
て
渡
日
し
、
熊
本
滞
在
中
に
ロ
イ
ス
と
ユ
ー
ニ
ス
・
ア
ン
の
二
子
を
、

帰
米
後
に
は
末
子
イ
ラ
イ
シ
ャ
・
ポ
ー
ル
を
出
産
し
た
。
多
く
の
子
供
を
授
か
っ
た
ハ
リ
エ
ッ
ト
が
こ
の
病
気
の
苦
し
み
か
ら
逃



一
二

浮
田
和
民
と
Ｌ
・
Ｌ
・
ジ
ェ
イ
ン
ズ
大
尉
の
人
間
的
交
流
―
浮
田
文
庫
書
簡
な
ど
を
通
し
て
―

れ
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
妊
娠
期
間
だ
け
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
ジ
ェ
イ
ン
ズ
は
、
こ
れ
が
事
実
で
あ
る
な
ら
、
五
人
の
子
供
を

持
つ
べ
き
で
は
な
か
っ
た
、
と
浮
田
に
告
白
し
た
。
さ
ら
に
、
舅
の
ス
カ
ダ
ー
博
士
は
、
自
ら
を
資
格
の
あ
る
内
科
医
だ
と
主
張

し
な
が
ら
、
ハ
リ
エ
ッ
ト
の
病
気
に
は
知
ら
ぬ
顔
を
し
、
姑
ス
カ
ダ
ー
博
士
夫
人
に
至
っ
て
は
、
ハ
リ
エ
ッ
ト
に
結
婚
生
活
に
耐

え
る
よ
う
な
躾
を
し
な
か
っ
た
ば
か
り
か
、
男
性
の
よ
う
な
性
格
と
振
舞
い
の
姑
は
ス
カ
ダ
ー
博
士
よ
り
も
ひ
ど
い
人
で
あ
っ
た
、

と
ジ
ェ
イ
ン
ズ
は
同
書
簡
で
証
言
し
て
い
る
。

渡
日
以
前
の
ジ
ェ
イ
ン
ズ
は
軍
役
と
農
場
経
営
の
世
界
し
か
知
ら
な
い
。
そ
の
後
、
日
本
で
教
育
界
以
外
に
繋
が
り
を
持
っ
た

の
が
宗
教
界
だ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
窓
口
に
当
た
る
ス
カ
ダ
ー
と 

Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｆ
Ｍ 

は
、
ジ
ェ
イ
ン
ズ
は
不
貞
を
働
き
、
ま
た
、
日

本
の
第
一
線
で
活
躍
す
る
熊
本
の
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
生
徒
を
基
督
教
生
活
に
導
い
た
の
は
ハ
リ
エ
ッ
ト
の
功
績
だ
っ
た
と
述
べ
、
ジ
ェ

イ
ン
ズ
の
名
誉
を
傷
つ
け
た
。

ハ
リ
エ
ッ
ト
の
実
弟
ハ
リ
ー
・
ス
カ
ダ
ー
博
士
（H

enry M
artyn Scudder Jr. 1852-92

）
が
、
後
妻
の
養
母
ダ
ン
ト
ン
夫
人

殺
害
容
疑
で
告
発
さ
れ
る
と
、
ロ
イ
ス
は
検
事
の
要
請
で
供
述
書
①
（
七
）
を
提
出
し
た
。
ハ
リ
エ
ッ
ト
は
、
離
婚
訴
訟
敗
訴
後
、
ロ

イ
ス
を
頭
に
年
少
の
三
人
の
子
供
を
連
れ
て
シ
カ
ゴ
の
実
家
で
暮
ら
し
た
。
ロ
イ
ス
は
、
供
述
書
で
、
母
の
壮
絶
な
暮
ら
し
ぶ
り

と
不
審
死
を
記
し
、「
ハ
リ
ー
・
ス
カ
ダ
ー
博
士
は
母
も
殺
害
し
た
可
能
性
が
あ
る
」
と
申
し
立
て
て
い
る
。

そ
の
ハ
リ
ー
が
獄
中
で
自
殺
を
遂
げ
た
あ
と
、
ジ
ェ
イ
ン
ズ
は
浮
田
に
書
簡
を
送
付
し
た
。
元
舅
ス
カ
ダ
ー
博
士
が
、
ハ
リ
エ
ッ

ト
の
病
を
口
実
に
し
て
、
し
か
も
人
を
使
っ
て
、
ジ
ェ
イ
ン
ズ
と
彼
の
子
供
達
に
仕
打
ち
を
与
え
て
き
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
Ａ

Ｂ
Ｃ
Ｆ
Ｍ 

宣
教
師
団
は
、
ス
カ
ダ
ー
博
士
の
完
璧
な
人
格
を
主
張
す
る
こ
と
で
、
自
分
達
の
助
言
や
告
白
に
重
み
を
つ
け
て
い
る

節
が
あ
り
、
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｆ
Ｍ 

の
グ
リ
ー
ン
博
士
に
至
っ
て
は
、「
し
か
し
、
私
も
ス
カ
ダ
ー
博
士 

［
の
言
い
分
］ 

を
信
じ
ま
す
」
と
倫

理
と
良
識
に
欠
け
る
発
言
を
し
た
、
と
ジ
ェ
イ
ン
ズ
は
書
き
記
し
た
。
彼
は
、
ス
カ
ダ
ー
家
の
三
人
、
即
ち
、
ス
カ
ダ
ー
博
士
と



一
三

浮
田
和
民
と
Ｌ
・
Ｌ
・
ジ
ェ
イ
ン
ズ
大
尉
の
人
間
的
交
流
―
浮
田
文
庫
書
簡
な
ど
を
通
し
て
―

彼
の
息
子
の
ハ
リ
ー
そ
し
て
ド
リ
ー
マ
ス
の
残
忍
さ
や
偽
善
醜
行
の
証
拠
を
、
近
い
う
ち
に
浮
田
に
送
付
す
る
が
、
そ
れ
ら
の
資

料
で
同
志
社
の
外
国
人
宣
教
師
団
の
目
が
覚
め
て
く
れ
れ
ば
と
付
言
し
た
。
ジ
ェ
イ
ン
ズ
は
、
教
え
子
達
に
、
そ
の
証
拠
を
公
開

す
る
ま
で
は
自
重
す
る
よ
う
に
と
諭
す
一
方
で
、「
ス
カ
ダ
ー
家
の
宣
教
師
と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
は
終
わ
っ
た
」
と
も
述
べ
て
い
る

（
書
簡
②
）。

ス
カ
ダ
ー
家
も 
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｆ
Ｍ 

も
、
主
イ
エ
ス
の
時
代
の
「
フ
ァ
リ
サ
イ
人
」、
つ
ま
り
、
伝
統
を
追
い
求
め
る
偽
善
者
の
体
質

を
受
け
継
い
で
い
る
、
と
ジ
ェ
イ
ン
ズ
は
考
え
た
。
他
方
、
ジ
ェ
イ
ン
ズ
も
熊
本
バ
ン
ド
も
、
自
分
達
は
キ
リ
ス
ト
と
共
に
苦
し
み
、

真
実
を
経
験
し
た
キ
リ
ス
ト
の
魂
は
自
分
達
の
魂
に
深
く
根
を
下
ろ
し
て
い
る
、
と
考
え
た
。
こ
の
よ
う
な
背
景
の
も
と
で
、
然

る
べ
き
引
き
金
が
あ
れ
ば
、
キ
リ
ス
ト
の
側
に
立
つ
と
主
張
す
る
ジ
ェ
イ
ン
ズ
や
熊
本
バ
ン
ド
と
、
ジ
ェ
イ
ン
ズ
が
「
フ
ァ
リ
サ

イ
人
」
と
呼
ぶ
ス
カ
ダ
ー
家
や 

Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｆ
Ｍ 

と
の
間
に
、
軋
轢
が
生
じ
る
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
ジ
ェ
イ
ン
ズ
は
、
同
志

社
独
立
問
題
で 

Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｆ
Ｍ 

宣
教
師
と
対
立
す
る
教
え
子
達
に
は
助
言
を
与
え
、
熊
本
着
任
以
来
二
十
年
を
経
て
も
、
彼
ら
の
羅

針
盤
で
あ
り
続
け
よ
う
と
し
た
。

Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｆ
Ｍ 

宣
教
師
団
は
、
ス
カ
ダ
ー
博
士
へ
の
気
遣
い
か
ら
、
ジ
ェ
イ
ン
ズ
の
功
績
を
認
め
よ
う
と
し
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

熊
本
バ
ン
ド
は
、
一
八
九
三
年
春
の
日
本
組
合
基
督
教
会
会
議
で
、
彼
ら
を
大
い
に
非
難
し
た
。（
八
）
浮
田
和
民
は
、
手
記
「
歸
鄕

後
の
ヂ
エ
ン
ス
先
生
」（『
日
本
に
於
け
る
大
尉
ヂ
エ
ー
ン
ス
氏
』）
で
、
ハ
リ
エ
ッ
ト
の
持
病
を
含
め
、
在
米
中
の
ジ
ェ
イ
ン
ズ
の

消
息
な
ど
の
情
報
を
赤
裸
々
に
暴
露
し
た
。
日
本
人
読
者
は
度
胆
を
抜
か
れ
た
に
違
い
な
い
。
浮
田
は
、
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｆ
Ｍ 

に
数
回
書

面
で
旧
師
ジ
ェ
イ
ン
ズ
の
名
誉
を
回
復
す
る
よ
う
求
め
た
が
、「
ヂ
エ
ン
ス
事
件
に
對
し
て
は
宣
教
師
中
一
人
の
是
を
辦
護
す
る
も

の
無
か
り
し
」
と
残
し
、
浮
田
の
願
い
が
届
く
こ
と
は
な
か
っ
た
。
浮
田
の
手
記
に
綴
ら
れ
た
旧
師
の
近
況
の
主
た
る
出
所
が
、

イ
ェ
ー
ル
大
学
留
学
時
代
に
旧
師
か
ら
届
い
た
書
簡
や
資
料
（
浮
田
文
庫
）
で
あ
っ
た
こ
と
は
紛
れ
も
な
い
事
実
で
あ
る
。



一
四

浮
田
和
民
と
Ｌ
・
Ｌ
・
ジ
ェ
イ
ン
ズ
大
尉
の
人
間
的
交
流
―
浮
田
文
庫
書
簡
な
ど
を
通
し
て
―

ジ
ェ
イ
ン
ズ
が
米
国
に
残
し
て
い
た
僅
か
な
財
産
は
、
帰
米
す
る
と
減
価
し
て
い
た
。
財
産
は
訴
訟
問
題
で
使
い
果
た
し
、
日

本
か
ら
持
ち
帰
っ
た
お
金
は
子
供
達
の
教
育
に
充
て
た
。
そ
の
た
め
、
ア
ナ
ー
バ
ー
で
暮
ら
し
た
七
年
間
、
ジ
ェ
イ
ン
ズ
家
の
家

計
は
赤
字
続
き
だ
っ
た（
書
簡
④
）。
一
時
帰
米
し
た
当
初
か
ら
、米
国
に
は
ジ
ェ
イ
ン
ズ
の
力
が
発
揮
で
き
る
場
所
は
な
い
と
考
え
、

日
本
で
復
職
し
た
い
と
考
え
た
（A

 letter from
 L. L. Janes, St. D

ennis, M
aryland, to N

. G. Clark, Boston, dated on 

Jan. 7, 1878.
）
が
、
再
渡
日
で
き
な
い
ま
ま
十
六
年
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
し
か
し
、
ジ
ェ
イ
ン
ズ
は
、
書
簡
④
（
九
）
で
、

九
月
か
ら
二
年
間
日
本
に
滞
在
す
る
こ
と
を
示
唆
し
、
当
時
住
ん
で
い
た
広
い
家
を
売
却
し
て
子
供
達
が
教
育
を
終
え
る
ま
で
住

め
る
よ
う
な
小
さ
な
家
を
つ
く
る
つ
も
り
だ
、
と
浮
田
に
述
べ
た
。
整
理
す
る
と
、
こ
の
書
簡
が
書
か
れ
た
一
八
九
三
（
明
治

二
六
）
年
一
月
に
は
、
ジ
ェ
イ
ン
ズ
は
熊
本
の
教
え
子
達
の
協
力
を
得
て
、
九
月
の
再
来
日
―
実
際
に
は
一
八
九
三
（
明
治
二
六
）

年
八
月
二
十
五
日
に
京
都 

第
三
髙
等
中
學
校
赴
任
―
を
ほ
ぼ
手
中
に
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

（
二
）
ジ
ェ
イ
ン
ズ
の
再
来
日
期
の
書
簡

一
八
九
三
（
明
治
二
六
）
年
の
夏
、
ジ
ェ
イ
ン
ズ
は
、
渡
日
直
前
に
結
婚
し
た
フ
ロ
ラ
と
共
に
入
洛
し
、
京
都 

第
三
髙
等
中
學

校
に
赴
任
し
た
。
フ
ロ
ラ
は
、
洋
學
校
一
級
生
、
横
井
時
雄
よ
り
三
歳
年
下
で
あ
る
。

同
年
十
月
二
十
一
日
、
十
二
月
二
日
及
び
九
日
、
ジ
ェ
イ
ン
ズ
は
同
志
社
で
講
演
し
た
（「
明
治
廿
六
年
度
記
事
」）。
そ
こ
で
、

宗
教
に
お
け
る
旧
体
制
に
異
議
を
唱
え
、
奴
隷
解
放
論
者
で
あ
っ
た
た
め
に
長
老
派
教
会
か
ら
追
放
さ
れ
た
父
の
名
誉
を
回
復
す

る
た
め
の
言
葉
（
一
〇
）
を
付
言
し
た
。
同
志
社
講
演
は
、ま
さ
に
、ジ
ェ
イ
ン
ズ
が
「
熊
本
の
事
業
と
熊
本
バ
ン
ド
の
両
方
の
敵
が
語
っ

た
嘆
か
わ
し
い
嘘
や
誤
っ
た
主
張
に
対
し
て
、
包
括
的
な
回
答
を
す
る
好
機
」（
書
簡
④
）
だ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

ジ
ェ
イ
ン
ズ
は
、
再
来
日
後
も
、「
君
達
は
、
独
立
と
真
の
啓
発
を
目
指
し
、［
花
岡
山
事
件
後
の
迫
害
と
い
う
第
一
の
試
練
を



一
五

浮
田
和
民
と
Ｌ
・
Ｌ
・
ジ
ェ
イ
ン
ズ
大
尉
の
人
間
的
交
流
―
浮
田
文
庫
書
簡
な
ど
を
通
し
て
―

経
て
］ 

同
志
社
を
再
生
さ
せ
る
と
い
う
第
二
の
試
練
の
舞
台
に
立
ち
、
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｆ
Ｍ 

宣
教
師
団
と
闘
っ
て
い
ま
す
が
、
実
際
に
は
、

自
由
、
良
心
、
啓
発
を
求
め
て
、
悪
意
の
あ
る
信
念
と
闘
っ
て
い
る
の
で
す
。」（
書
簡
⑥
）
と
述
べ
、
書
簡
⑧
に
お
い
て
は
、
Ａ

Ｂ
Ｃ
Ｆ
Ｍ 
宣
教
師
団
の
啓
発
の
道
に
反
す
る
言
動
に
異
議
を
唱
え
て
き
た
浮
田
の
高
貴
で
無
欲
な
働
き
を
称
え
て
い
る
。
換
言
す

る
と
、
ジ
ェ
イ
ン
ズ
か
ら
の
書
簡
は
、
浮
田
ら
熊
本
バ
ン
ト
と
思
想
を
共
有
す
る
場
、
延
い
て
は
、
教
え
子
達
に
同
志
社
独
立
運

動
の
大
義
名
分
を
確
認
さ
せ
る
場
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

書
簡
⑤
で
は
、
喜
び
に
満
ち
た
文
面
で
、
来
熊
時
二
歳
だ
っ
た
フ
ァ
ニ
ー
（Frances Elizabeth Janes

）
が
大
学
研
究
者
と

結
婚
し
、
親
と
し
て
肩
の
荷
が
下
り
た
こ
と
を
浮
田
に
報
告
し
た
。

ジ
ェ
イ
ン
ズ
は
、一
八
九
五
（
明
治
二
八
）
年
七
月
末
日
に
第
三
髙
等
中
學
校
か
ら
改
称
し
た
第
三
髙
等
學
校
を
満
期
退
職
し
た
。

次
の
赴
任
先
が
官
立
学
校
で
あ
れ
ば
、
ジ
ェ
イ
ン
ズ
の
異
動
に
関
す
る
学
務
文
書
や
そ
れ
を
文
部
省
に
報
告
す
る
公
文
書
が
、
国

立
国
会
図
書
館
や
後
身
大
学
に
保
存
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
該
当
文
書
が
見
つ
か
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
彼
が
三
高
を

退
職
す
る
前
に
、三
高
が
ジ
ェ
イ
ン
ズ
の
異
動
文
書
を
作
成
し
て
、彼
の
転
任
校
と
連
絡
を
取
っ
た
形
跡
が
見
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。

ジ
ェ
イ
ン
ズ
が
明
治
二
十
八
年
七
月
末
日
に
第
三
髙
等
學
校
を
退
い
て
二
か
月
余
り
経
た
十
月
三
日
、
三
高
か
ら
二
通
の
文
書

が
出
さ
れ
た
。「
雇
外
國
人
満
期
解
傭
通
知
」（
一
一
）
と
、
ジ
ェ
イ
ン
ズ
夫
婦
が
官
舎
を
出
立
し
た
こ
と
を
知
ら
せ
る
通
知
文
（
京
都

市
上
京
区
役
所
宛
て
）（
一
二
）
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
二
年
後
、
ジ
ェ
イ
ン
ズ
は
、
第
三
髙
等
學
校
に
再
赴
任
し
た
。
要
す
る
に
、
現

存
し
確
認
で
き
る
公
文
書
だ
け
で
は
、
ジ
ェ
イ
ン
ズ
一
家
が
官
舎
を
出
た
明
治
二
十
八
年
十
月
か
ら
、
第
三
髙
等
學
校
に
再
赴
任

し
た
明
治
三
十
年
八
月
ま
で
の
、お
よ
そ
一
年
十
か
月
の
消
息
が
掴
め
な
い
。
と
こ
ろ
が
、ジ
ェ
イ
ン
ズ
が
浮
田
に
宛
て
た
書
簡
（
浮

田
文
庫
）
と
、
周
辺
の
資
料
を
抱
き
合
わ
せ
て
検
証
す
る
と
、
ジ
ェ
イ
ン
ズ
の
動
向
、
さ
ら
に
は
彼
の
揺
れ
動
く
心
情
ま
で
を
も

浮
か
び
上
が
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。



一
六

浮
田
和
民
と
Ｌ
・
Ｌ
・
ジ
ェ
イ
ン
ズ
大
尉
の
人
間
的
交
流
―
浮
田
文
庫
書
簡
な
ど
を
通
し
て
―

前
者
「
雇
外
國
人
満
期
解
傭
通
知
」
に
お
い
て
、
家
族
欄
に
は
ジ
ェ
イ
ン
ズ
夫
妻
の
名
前
だ
け
が
記
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、

浮
田
に
宛
て
た
一
八
九
六
年
八
月
十
二
日
付
の
書
簡
⑥
（
一
三
）
に
は
、「Even little baby,2 years old,

…
」
と
い
う
文
言
が
あ
り
、

こ
こ
に
お
い
て
、
公
文
書
だ
け
で
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
ジ
ェ
イ
ン
ズ
家
の
新
し
い
家
族
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
三
髙

等
中
學
校
在
職
中
の
一
八
九
四
（
明
治
二
七
）
年
に
、
フ
ロ
ラ
と
の
第
一
子
フ
ィ
ル
（
一
四
）（Philodore Janes

）
が
授
か
っ
て
い

た
の
で
あ
る
。
前
段
落
に
お
い
て
、
三
高
を
満
期
退
職
し
た
ジ
ェ
イ
ン
ズ
の
退
舎
が
遅
れ
た
の
は
、
恐
ら
く
、
次
の
仕
事
ば
か
り
か
、

幼
い
子
供
を
抱
え
て
落
ち
着
く
宿
所
さ
え
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
三
高
退
舎
か
ら
鹿
児
島
出
立
ま
で
の
期
間
の
後
半
期
に
あ
た
る
一
八
九
六
（
明
治
二
九
）
年
五
月
の 

Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｆ
Ｍ 

宣
教

師
書
簡
に
は
、
熊
本
バ
ン
ド
と
の
軋
轢
が
激
化
し
た
末
、
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｆ
Ｍ 

宣
教
師
が
京
都
を
去
っ
て
空
き
家
に
な
っ
た
宣
教
師
館
に

浮
田
和
民
が
立
ち
寄
っ
て
、
ジ
ェ
イ
ン
ズ
が
宣
教
師
館
に
住
む
こ
と
が
で
き
な
い
か
尋
ね
て
い
た
（
一
五
）
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

熊
本
バ
ン
ド
が
同
志
社
を
「
同
族
」
支
配
し
て
い
る
と
非
難
さ
れ
て
い
た
中
、浮
田
は
更
な
る
批
判
を
覚
悟
し
た
う
え
で
、旧
師
ジ
ェ

イ
ン
ズ
一
家
の
た
め
に
彼
ら
の
仮
宿
を
探
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
、
書
簡
⑧
（
一
六
）
を
見
る
と
、
ジ
ェ
イ
ン
ズ
は
、
三
高
退
舎
後
、
一
時
期
、「
京
都
ホ
テ
ル
に
籠
っ
て
」
執
筆
活
動
を
し

て
い
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。
也
阿
弥
（
ヤ
ア
ミ
）
楼
が
常
盤
ホ
テ
ル
を
買
収
し
、
常
盤
ホ
テ
ル
の
一
部
が
改
修
さ
れ
て
「
京
都

ホ
テ
ル
」
が
誕
生
し
た
が
、
や
っ
と
京
都
ホ
テ
ル
が
開
業
に
こ
ぎ
つ
け
た
の
は
、
平
安
遷
都
千
百
年
記
念
の
年
で
あ
り
、
第
四
回

内
國
勧
業
博
覧
會
が
京
都
で
開
催
さ
れ
た
一
八
九
五
（
明
治
二
八
）
年
三
月
の
こ
と
で
あ
る
（『
日
出
新
聞
』）。
田
村
初
太
郎
の
書

簡
（
明
治
二
六
年
八
月
二
十
三
日
付
）
に
よ
る
と
、
常
盤
ホ
テ
ル
は
、
再
来
日
し
た
ば
か
り
の
ジ
ェ
イ
ン
ズ
と
新
妻
フ
ロ
ラ
が
折

田
彦
市
校
長
と
会
食
し
た
場
所
で
あ
り
、
也
阿
弥
ホ
テ
ル
と
京
都
ホ
テ
ル
は
、
後
年
ジ
ェ
イ
ン
ズ
が
浮
田
に
茶
の
購
入
を
依
頼
し

た
場
所
で
あ
る
。「
京
都
ホ
テ
ル
」
は
、
ジ
ェ
イ
ン
ズ
が
三
高
官
舎
を
退
去
し
た
一
八
九
五
（
明
治
二
八
）
年
十
月
か
ら
、
鹿
児
島



一
七

浮
田
和
民
と
Ｌ
・
Ｌ
・
ジ
ェ
イ
ン
ズ
大
尉
の
人
間
的
交
流
―
浮
田
文
庫
書
簡
な
ど
を
通
し
て
―

に
出
立
す
る
一
八
九
六
（
明
治
二
九
）
年
七
月
二
十
日
ま
で
、
実
際
に
京
都
ホ
テ
ル
と
し
て
営
業
さ
れ
て
お
り
、
ジ
ェ
イ
ン
ズ
一

家
が
鹿
児
島
出
立
前
の
一
時
期
に
滞
在
し
た
宿
泊
所
と
考
え
て
差
し
支
え
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
彼
が
滞
在
し
た
期

間
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。

ジ
ェ
イ
ン
ズ
は
、
鹿
児
島
に
向
け
て 

［
七
月
］ 

二
十
日
に
出
航
し
、
二
十
一
日
に
豊
後
海
峡
に
入
っ
た
が
、
荒
天
に
見
舞
わ
れ
、

ミ
ミ
ズ 

［
現
、
宮
崎
県
日
向
市
美
々
津
（
ミ
ミ
ツ
）
町
］ 

と
い
う
港
で
二
晩
二
日
足
止
め
を
食
い
、
二
十
四
日
の
日
の
出
前
に
鹿
児

島
湾
に
入
港
、
そ
の
晩
だ
け
は
粗
末
な
旅
館
で
過
ご
し
、
二
十
五
日
の
う
ち
に
鹿
児
島
の
家
に
到
着
し
た
（
書
簡
⑥
）。
ジ
ェ
イ
ン

ズ
が
鹿
児
島
の
地
を
踏
ん
だ
の
は
、
一
八
九
六
年
（
明
治
二
九
）
年
の
七
月
下
旬
で
、
三
高
を
満
期
解
傭
に
な
っ
て
か
ら
実
に
一

年
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
ジ
ェ
イ
ン
ズ
は
、
同
年
八
月
十
二
日
現
在
、
新
し
い
造
士
舘
校
長
が
到
着
す
る
九

月
一
日
頃
ま
で
待
機
し
て
ほ
し
い
と
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
、
浮
田
に
伝
え
た
。

そ
れ
か
ら
半
年
後
の
翌
年
二
月
、
書
簡
⑧
で
、
ジ
ェ
イ
ン
ズ
は
、
浮
田
に
、
前
年
造
士
舘
に
関
わ
る
予
定
が
次
々
と
変
わ
り
、

学
校
が
廃
校
に
な
っ
た
こ
と
、
さ
ら
に
、
伊
藤
（
伯
爵
）
内
閣
も
崩
壊
し
た
中
で
、
十
月
に
、
鹿
児
島
の
役
人
達
が
自
宅
に
や
っ

て
来
て
、高
等
の
学
校
を
つ
く
る
決
心
を
し
た
の
で
、も
う
し
ば
ら
く
我
慢
し
て
ほ
し
い
と
告
げ
た
こ
と
を
、浮
田
に
報
告
し
た
（
書

簡
⑧
）。

先
行
研
究
で
は
、
ジ
ェ
イ
ン
ズ
の
赴
任
し
た
鹿
児
島
の
学
校
は
、「
鹿
児
島
高
等
中
学
校
造
士
館
」
或
い
は
「
鹿
児
島
の
造
士
館

高
等
中
学
校
」
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
『
近
代
日
本
総
合
年
表
』
第
四
版
（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
一
年
）
に
よ

る
と
、
明
治
二
十
九
年
九
月
三
日
、
島
津
家
の
反
対
に
よ
り
高
等
学
校
へ
の
昇
格
が
困
難
な
た
め
、（
官
立
）「
鹿
兒
島
髙
等
中
學

造
士
舘
廃
止 

」
が
告
示
さ
れ
て
い
る
。
校
長
の
到
着
が
九
月
一
日
頃
と
予
定
さ
れ
、
そ
の
二
日
後
に
廃
止
が
告
示
さ
れ
た
学
校
に
、

給
与
の
高
い
外
国
人
教
師
を
雇
入
れ
る
と
は
考
え
難
い
。
官
立
鹿
兒
島
髙
等
中
學
造
士
舘
は
、
ジ
ェ
イ
ン
ズ
が
所
属
し
な
い
ま
ま



一
八

浮
田
和
民
と
Ｌ
・
Ｌ
・
ジ
ェ
イ
ン
ズ
大
尉
の
人
間
的
交
流
―
浮
田
文
庫
書
簡
な
ど
を
通
し
て
―

廃
校
と
な
っ
た
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
ジ
ェ
イ
ン
ズ
は
、
鹿
児
島
に
到
着
し
て
半
年
後
の
一
八
九
七
（
明
治
三
〇
）
年
一
月

二
十
五
日
か
ら
再
び
教
職
に
就
い
た
と
述
べ
た
（
書
簡
⑧
）
が
、
学
校
名
を
表
記
し
て
い
な
い
。
地
元
鹿
児
島
の
資
料
（
一
七
）
を
調

べ
る
と
、
ジ
ェ
イ
ン
ズ
が
記
し
た
同
じ
日
付
、
つ
ま
り
、
明
治
三
十
年
一
月
二
十
五
日
に
尋
常
中
學
造
士
舘
が
開
校
さ
れ
て
い
る
。

従
っ
て
、
ジ
ェ
イ
ン
ズ
が
赴
任
し
た
学
校
は
「
鹿
兒
島
縣
尋
常
中
學
造
士
舘
」（
一
八
）
で
あ
る
。

書
簡
⑧
の
末
尾
に
は
、
ジ
ェ
イ
ン
ズ
が
、「
お
茶
を
送
り
ま
し
ょ
う
か
と
言
っ
て
く
れ
て
有
難
う
」
と
浮
田
和
民
に
礼
を
述
べ
る

文
言
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
既
述
の
通
り
、
半
年
前
、
ジ
ェ
イ
ン
ズ
一
家
が
鹿
児
島
に
到
着
し
た
ば
か
り
の
頃
、
彼
が
浮
田
に
京
都

の
お
茶
の
送
付
を
依
頼
し
た
こ
と
に
由
来
す
る
。
ジ
ェ
イ
ン
ズ
は
、
薩
摩
の
茶
は
飲
む
と
頭
が
痛
く
な
る
程
強
い
の
で
、
京
都 

也

阿
弥
（
ヤ
ア
ミ
）
ホ
テ
ル
に
売
っ
て
い
る
安
く
て
口
に
合
う
一
斤 

［
約
六
百
グ
ラ
ム
］ 

三
十
銭
の
お
茶
を
二
斤
か
ら
四
斤
送
っ
て
ほ

し
い
、
と
浮
田
に
頼
ん
だ
の
で
あ
る
。
彼
は
、「
あ
の
頃
」、
京
都
ホ
テ
ル
で
の
食
事
で
同
じ
お
茶
が
出
さ
れ
て
い
た
よ
う
だ
っ
た

の
で
、
京
都
ホ
テ
ル
に
も
同
じ
茶
が
売
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
、
と
記
し
て
い
る
。
そ
れ
か
ら
半
年
後
、
浮
田
は
、
お
茶
が
切

れ
た
の
で
は
な
い
か
と
案
じ
、再
度
京
茶
の
配
送
を
申
し
出
る
書
簡
を
送
付
し
た
。
そ
の
返
信
が
ジ
ェ
イ
ン
ズ
の
書
簡
⑧（
一
八
九
七

年
二
月
十
六
日
付
）
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
浮
田
の
申
し
出
に
対
し
、
ジ
ェ
イ
ン
ズ
は
「［
茶
は
］ 

長
崎
か
ら
一
箱
買
い
ま
し
た
の
で
、

恐
ら
く
年
末
ま
で
も
つ
で
し
ょ
う
。」
と
、
返
書
し
た
。

ジ
ェ
イ
ン
ズ
が
浮
田
に
所
望
し
た
の
は
、
茶
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
彼
は
、
ま
ず
、
浮
田
か
ら
哲
学
史
の
良
書
を
借
り
て
い
た

礼
を
述
べ
た
あ
と
、
茶
の
ほ
か
、
サ
ラ
ダ
と
な
る
葉
野
菜
や
豆
類
の
種
を
幾
種
類
か
郵
送
し
て
ほ
し
い
、
と
浮
田
に
要
望
し
た
（
書

簡
⑦
）。（
一
九
）
鹿
児
島
で
暮
ら
し
始
め
て
二
十
日
目
の
こ
と
で
あ
る
。
食
肉
の
入
手
が
難
し
く
、
冬
場
は
魚
が
品
薄
で
値
段
の
高
い

日
本
の
僻
地
、
鹿
児
島
で
、
家
族
の
命
を
繋
ぐ
豆
類
の
種
を
依
頼
す
る
彼
の
姿
勢
は
真
剣
で
、
目
当
て
の
豆
の
特
徴
を
詳
し
く
説

明
し
て
い
る
ほ
か
、
種
苗
店
を
、
さ
ら
に
は
立
ち
寄
る
店
舗
の
順
番
ま
で
指
定
し
て
い
る
が
、
書
簡
の
文
言
は
、
多
忙
な
浮
田
に



一
九

浮
田
和
民
と
Ｌ
・
Ｌ
・
ジ
ェ
イ
ン
ズ
大
尉
の
人
間
的
交
流
―
浮
田
文
庫
書
簡
な
ど
を
通
し
て
―

面
倒
を
か
け
る
気
遣
い
で
溢
れ
て
い
る
。
書
簡
に
は
、
夕
方
、
散
歩
が
て
ら
に
茶
と
野
菜
の
種
を
購
入
す
る
用
事
を
済
ま
せ
て
ほ

し
い
と
、
浮
田
と
、
幼
児
を
連
れ
た
浮
田
夫
人
（
二
〇
）
の
た
め
に
、
人
力
車
二
台
分
の
費
用
を
加
え
た
為
替
が
同
封
さ
れ
て
い
た
。

気
配
り
を
欠
か
さ
ず
、
情
け
深
い
ジ
ェ
イ
ン
ズ
の
人
柄
が
窺
え
る
。

ジ
ェ
イ
ン
ズ
の
書
簡
は
長
行
な
も
の
が
多
い
が
、
浮
田
宛
書
簡
⑧
も
例
外
で
は
な
い
。
同
書
簡
に
は
、
造
士
舘
廃
校
の
ほ
か
、

薩
摩
の
若
者
が
熊
本
の
学
校
を
視
察
し
て
郷
里
鹿
児
島
で
教
育
を
受
け
る
決
心
を
し
た
こ
と
、
不
安
定
な
政
局
を
中
央
で
支
え
る

政
府
官
僚
に
す
が
っ
て
鹿
児
島
が
造
士
舘
の
立
て
直
し
を
図
っ
て
い
る
こ
と
、
し
か
し
、
上
記
の
理
由
の
た
め
に
、
鹿
児
島
に
移
っ

た
も
の
の
ジ
ェ
イ
ン
ズ
に
仕
事
は
な
く
、
彼
が
金
銭
的
困
難
や
精
神
的
な
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
て
生
活
を
し
て
い
た
こ
と
、
や
っ
と
、

一
月
二
十
五
日
か
ら
、
教
育
者
の
間
で
ナ
チ
ュ
ラ
ル
・
メ
ソ
ッ
ド
と
し
て
周
知
さ
れ
て
い
る
教
育
法
に
従
っ
て
、
週
十
六
時
間
、

造
士
舘
の
生
徒
に
英
語
を
教
え
始
め
た
こ
と
、
造
士
舘
の
生
徒
達
は
熱
心
に
勉
学
に
励
み
、
彼
ら
の
「
英
語
で
話
す
力
」
が
驚
く

程
の
速
さ
で
上
達
し
て
い
る
こ
と
、
一
八
九
六
（
明
治
二
九
）
年
十
一
月
に
ジ
ェ
イ
ン
ズ
、
続
け
て
息
子
の
フ
ィ
ル
が
重
病
を
患
っ

た
こ
と
―
鹿
児
島
の
粗
悪
な
住
宅
環
境
で
風
邪
を
拗
ら
せ
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
あ
る
―
、
二
年
が
か
り
で
書
い
て
き
た
本
が
一
月

五
日
に
仕
上
が
り
、
丁
度
そ
の
日
付
の
書
簡
が
浮
田
か
ら
届
い
た
こ
と
、
諸
外
国
と
交
易
す
る
鹿
児
島
の
人
々
に
も
啓
発
は
必
要

で
あ
る
こ
と
な
ど
、
多
岐
に
渡
る
情
報
が
詳
記
さ
れ
て
い
た
。

し
か
し
、
書
簡
⑧
に
記
載
さ
れ
て
い
る
内
容
は
上
記
の
事
項
だ
け
で
は
な
い
。
ジ
ェ
イ
ン
ズ
は
京
都
に
戻
り
た
い
と
強
く
願
っ

て
い
た
が
、書
簡
⑧
を
綴
っ
た
明
治
三
十
年
二
月
十
六
日
の
時
点
で
、そ
の
大
願
が
成
就
で
き
る
確
約
は
一
切
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

四
月
を
迎
え
る
と
、
ジ
ェ
イ
ン
ズ
再
入
洛
へ
の
動
き
が
活
発
に
な
る
。
彼
は
、
四
月
下
旬
に
、
第
三
髙
等
學
校
英
語
教
師
の
八
月

採
用
者
と
し
て
推
挙
（
二
一
）
さ
れ
、
五
月
下
旬
に
は
、
紹
介
人
の
な
い
状
態
で
、
三
高
へ
の
再
雇
用
が
認
可
（
二
二
）
さ
れ
た
。
明
治

三
十
年
十
一
月
に
は
、
Ｌ
・
Ｌ
・
ジ
ェ
イ
ン
ズ
（
英
語
、
第
三
髙
等
學
校
）
と
、
ヱ
ミ
ル
・
ユ
ン
ケ
ル
（
ド
イ
ツ
語
、
第
四
髙
等



二
〇

浮
田
和
民
と
Ｌ
・
Ｌ
・
ジ
ェ
イ
ン
ズ
大
尉
の
人
間
的
交
流
―
浮
田
文
庫
書
簡
な
ど
を
通
し
て
―

學
校
）
二
名
が
、
奏
任
（
二
三
）
待
遇
さ
れ
て
い
る
。
も
と
も
と
学
校
数
の
少
な
い
官
立
旧
制
髙
等
学
校
に
お
い
て
、
外
国
人
英
語
教

師
の
欠
員
採
用
は
、
非
常
に
狭
き
門
だ
っ
た
は
ず
だ
。
し
か
し
、
ジ
ェ
イ
ン
ズ
は
、
希
望
す
る
京
都
の
官
立
学
校
へ
の
再
雇
用
を

成
就
さ
せ
た
。
こ
れ
は
、
ジ
ェ
イ
ン
ズ
に
強
力
な
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。

さ
て
、
浮
田
に
宛
て
た
書
簡
⑧
に
は
、M

r. O
rita

と
い
う
人
物
が
登
場
す
る
。
ジ
ェ
イ
ン
ズ
は
、M

r. O
rita 

の
提
案
と
要
請

に
従
っ
て
鹿
児
島
で
辛
抱
し
て
き
た
こ
と
を
浮
田
に
告
白
し
、「M
r. O

rita

が
長
く
今
の
ポ
ス
ト
に
と
ど
ま
る
こ
と
―
こ
の
こ
と

は
全
く
私
の
個
人
的
利
害
を
超
え
た
話
で
す
が
―
に
望
み
を
つ
な
い
で
、
心
か
ら
貴
方
達
の
い
る
京
都
に
帰
り
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。M

r. O
rita

が
京
都
に
戻
し
て
く
だ
さ
れ
ば
、
新
し
い
学
校
の
仕
事
を
さ
せ
て
く
だ
さ
れ
ば
、
こ
れ
以
上
の
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
…
」
と
述
べ
て
い
る
。
そ
の
う
え
で
、「
私
は
ま
め
にM

r. O
rita

に
便
り
を
書
く
こ
と
を
控
え
て
い
ま
す
。
も
う
一
度
京
都

に
住
み
、
再
度
雇
用
さ
れ
た
い
と
い
う
私
の
願
望
を
ぜ
ひ
聞
き
入
れ
て
ほ
し
い
と
勘
繰
ら
れ
た
く
な
い
か
ら
で
す
。」
と
苦
し
い
胸

の
内
を
明
か
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

M
r. O

rita

―
折
田
彦
市
は
、
一
八
八
七
（
明
治
二
〇
）
年
か
ら
、
第
三
髙
等
中
學
校
、
引
き
続
き
改
称
さ
れ
た
第
三
髙
等
學
校

の
学
校
長
を
一
九
一
〇
（
明
治
四
三
）
年
ま
で
務
め
、
ジ
ェ
イ
ン
ズ
が
京
都
で
奉
職
し
た
期
間
、
常
に
上
司
で
あ
り
、
近
隣
の
官

舎
に
居
住
し
た
人
物
で
あ
る
。
折
田
は
、
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
卒
業
直
前
に
洗
礼
を
受
け
た
も
の
の
、
プ
リ
ン
ス
ト
ン
長
老
派
教

会
に
所
属
せ
ず
、
帰
国
後
は
、
文
部
官
僚
、
或
い
は
、
官
立
学
校
長
と
い
う
立
場
も
あ
っ
て
、
基
督
教
の
信
仰
や
教
育
に
つ
い
て

語
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。（
二
四
）
書
簡
な
ど
ジ
ェ
イ
ン
ズ
の
残
し
た
資
料
に
は
一
切
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
折
田
も
ク
リ
ス
チ
ャ

ン
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
ジ
ェ
イ
ン
ズ
の
父
も
長
老
派
教
会
に
属
し
た
。
書
簡
の
文
言
と
上
記
の
状
況
か
ら
、
旧
薩
摩
藩
士
の
折
田

彦
市
が
、
三
高
を
退
職
し
た
ジ
ェ
イ
ン
ズ
に
折
田
の
母
校
（
二
五
）
鹿
兒
島
造
士
舘
の
教
職
の
世
話
を
し
た
こ
と
は
、
間
違
い
の
な
い

こ
と
だ
ろ
う
。



二
一

浮
田
和
民
と
Ｌ
・
Ｌ
・
ジ
ェ
イ
ン
ズ
大
尉
の
人
間
的
交
流
―
浮
田
文
庫
書
簡
な
ど
を
通
し
て
―

書
簡
の
記
述
通
り
に
、
ジ
ェ
イ
ン
ズ
が
折
田
に
三
高
再
雇
用
を
要
望
す
る
書
簡
の
送
付
を
控
え
て
い
た
の
で
あ
れ
ば
、
ジ
ェ
イ

ン
ズ
の
三
高
再
雇
用
が
実
現
し
た
の
は
、
誠
実
な
人
柄
で
あ
っ
た
折
田
が
、
ジ
ェ
イ
ン
ズ
の
そ
れ
ま
で
の
要
望
を
踏
ま
え
、
忘
れ

ず
に
ジ
ェ
イ
ン
ズ
を
京
都
に
戻
し
た
か
、
或
い
は
、
同
志
社
教
授
、
浮
田
和
民
が
、
書
簡
を
通
し
て
プ
ラ
イ
ド
の
高
い
旧
師
の
思

い
を
知
り
、
京
都
で
の
再
雇
用
を
折
田
に
言
え
な
い
旧
師
に
代
わ
っ
て
、
折
田
に
直
談
判
し
た
か
、
ま
た
は
、
官
僚
か
ら
教
育
職

に
転
じ
た
第
三
髙
等
學
校
教
授
、
吉
田
作
彌
（
熊
本
洋
學
校
及
び
同
志
社
英
學
校
卒
業
生
）
―
同
志
社
で
も
国
際
法
講
師
を
務
め
、

横
井
時
雄
が
同
志
社
社
長
に
就
任
し
た
一
八
九
七
（
明
治
三
〇
）
年
か
ら
同
志
社
社
員
会
に
名
を
連
ね
た
―
が
、
旧
師
の
意
向
を

浮
田
或
い
は
所
属
す
る
同
志
社
社
員
か
ら
聞
き
、
上
司
で
あ
る
折
田
に
ジ
ェ
イ
ン
ズ
の
再
雇
用
を
示
唆
し
た
か
な
ど
の
、
い
ず
れ

か
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
の
場
合
も
推
測
の
域
を
出
な
い
が
、
各
氏
の
性
格
と
、
以
下
、
旧
師
ジ
ェ
イ
ン
ズ
の
人
格
を
評
価
す
る
吉

田
の
口
述
文
や
、
吉
田
ら
学
友
と
の
絆
の
深
さ
を
綴
っ
た
浮
田
の
手
記
な
ど
を
考
え
合
せ
る
と
、
そ
れ
ほ
ど
的
を
外
し
た
推
論
で

は
な
い
と
考
え
る
。

熊
本
で
ゼ
ン
ス ［
ジ
ェ
イ
ン
ズ
］ 

は
洋
學
校
廢
止
後
は
京
都
同
志
社
に
行
け
と
す
ゝ
め
、同
志
社
に
行
け
ば
其
處
に
は
、

人
格
高
尚
な
る
新
島
が
居
り
、
宣
教
師
に
デ
ビ
ス
が
居
り
、
大
阪
に
は
ゴ
ル
ド
ン
が
い
る
と
云
つ
た
が
、
實
際
逢
つ
た

そ
れ
ら
の
人
々
は
、
ゼ
ン
ス
程
に
イ
ン
プ
レ
ツ
シ
イ
ヴ
で
な
か
つ
た
の
で
、
青
年
た
ち
は
一
途
に
失
望
し
て
、
不
平
を

起
こ
し
た
。

（
吉
田
作
彌
口
述
「
同
志
社
全
史
資
料
」
二
『
同
志
社
時
報
』
第
二
百
三
十
四
號
、
同
志
社
、
一
九
二
五
年
）

 

…
君 

［
吉
田
作
彌
］ 

は
事
故
の
爲
め
…
私 

［
浮
田
和
民
］ 

も
病
氣
の
爲
め
一
年
後
れ
て
同
年
同
月 

［
明
治
九
年
六
月
、



二
二

浮
田
和
民
と
Ｌ
・
Ｌ
・
ジ
ェ
イ
ン
ズ
大
尉
の
人
間
的
交
流
―
浮
田
文
庫
書
簡
な
ど
を
通
し
て
―

浮
田
記
］ 

に
卒
業
し
、
そ
れ
か
ら
明
治
十
八
年
ま
で
私
は
君
と
殆
ん
ど
苦
樂
を
共
に
し
且
つ
所
在
を
共
に
し
、
窮
通
相

依
り
相
助
け
ら
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
明
治
九
年
九
月
相
携
へ
て
京
都
同
志
社
に
入
學
し
ま
し
た
が
是
よ
り
先
き
私
共

舊
友
は
一
同
決
心
し
て
基
督
教
を
奉
ず
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
…

（
浮
田
和
民
「
吉
田
作
彌
兄
を
憶
ふ
」『
め
ぐ
み
』
第
十
六
號
、
神
戸
女
學
院
同
窓
會
、
一
九
三
〇
年
）

第
三
髙
等
學
校
再
赴
任
か
ら
十
二
年
後
、
ジ
ェ
イ
ン
ズ
は
病
没
し
、
そ
の
翌
一
九
一
〇
（
明
治
四
三
）
年
五
月
に
、
熊
本
洋
學

校
生
徒
が
中
心
と
な
っ
て
、未
亡
人
フ
ロ
ラ
に
悔
や
み
状
（
浮
田
文
庫
）
と
弔
慰
金
（
二
六
）
が
送
ら
れ
た
。
熊
本
バ
ン
ド
を
筆
頭
（
二
七
）

と
す
る
熊
本
洋
學
校
生
徒
が
弔
慰
金
寄
贈
者
（
浮
田
文
庫
）
の
大
多
数
を
占
め
る
中
で
、
と
り
わ
け
、
離
熊
後
に
ジ
ェ
イ
ン
ズ
と

直
接
関
係
を
持
っ
た
唯
一
の
人
物
―
折
田
彦
市
―
の
名
前
と
そ
の
弔
慰
金
の
額
が
目
を
引
く
。
折
田
は
、
一
八
九
五
（
明
治
二
八
）

年
に
逝
去
し
た
上
司
、
井
上
毅
文
部
大
臣
に
「
金
壹
圓
六
拾
六
銭
」（
二
八
）
を
出
金
し
た
が
、
部
下
ジ
ェ
イ
ン
ズ
に
は
一
〇
円
を
贈
っ

て
い
る
。
彼
の
一
〇
円
の
弔
慰
金
の
意
味
は
、
ジ
ェ
イ
ン
ズ
の
ま
だ
成
人
し
て
い
な
い
二
人
の
子
供
達
へ
の
気
遣
い
も
あ
っ
た
だ

ろ
う
。
折
田
が
こ
の
弔
慰
金
寄
贈
者
名
簿
に
登
場
す
る
意
味
は
大
き
く
、
ジ
ェ
イ
ン
ズ
に
対
し
て
多
額
の
弔
慰
金
を
出
資
し
て
い

た
こ
と
で
、
彼
が
ジ
ェ
イ
ン
ズ
に
造
士
舘
の
教
職
を
斡
旋
し
、
第
三
髙
等
學
校
へ
呼
び
戻
し
た
可
能
性
は
さ
ら
に
高
く
な
っ
た
と

考
え
る
。

ジ
ェ
イ
ン
ズ
の
第
三
髙
等
學
校
再
雇
用
に
際
し
、「
外
國
教
師
傭
入
御
届
」
に
紹
介
人
は
な
か
っ
た
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。

一
八
九
七
（
明
治
三
〇
）
年
に
お
け
る
ジ
ェ
イ
ン
ズ
の
異
動
は
、
第
三
髙
等
學
校
へ
の
再
雇
用
と
な
る
た
め
、
学
校
側
か
ら
ジ
ェ

イ
ン
ズ
を
雇
用
す
る
要
望
が
強
け
れ
ば
、
紹
介
人
の
必
要
は
な
く
、
学
校
の
意
思
は
そ
の
ま
ま
強
い
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
と
な
り
得
る
。

ジ
ェ
イ
ン
ズ
の
縣
立
造
士
舘
赴
任
に
関
し
て
も
、
折
田
彦
市
学
校
長
が
関
与
し
た
縁
故
雇
用
だ
っ
た
と
考
え
れ
ば
、
一
八
九
五
（
明



二
三

浮
田
和
民
と
Ｌ
・
Ｌ
・
ジ
ェ
イ
ン
ズ
大
尉
の
人
間
的
交
流
―
浮
田
文
庫
書
簡
な
ど
を
通
し
て
―

治
二
八
）
年
に
第
三
高
等
學
校
を
満
期
退
職
し
、
一
八
九
七
（
明
治
三
〇
）
年
に
三
高
に
再
雇
用
さ
れ
る
約
二
年
間
、
ジ
ェ
イ
ン

ズ
の
名
前
が
公
文
書
か
ら
消
え
て
も
不
思
議
は
な
い
。
さ
ら
に
、
折
田
は
、
ジ
ェ
イ
ン
ズ
が
鹿
児
島
に
渡
っ
た
あ
と
も
、
半
年
間

無
給
の
生
活
を
送
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
故
郷
鹿
児
島
の
教
育
事
情
を
知
っ
て
い
た
は
ず
で
、
ジ
ェ
イ
ン
ズ
の
第
三
髙
等
學

校
再
赴
任
に
際
し
て
、
鹿
兒
島
造
士
舘
か
ら
三
高
ま
で
の
「
金
壱
百
円
」
の
旅
費
手
当
や
、「
当
初
か
ら
の
二
年
契
約
」
の
配
慮
を

し
た
こ
と
も
頷
け
る
。
浮
田
へ
の
書
簡
⑧
か
ら
、
ジ
ェ
イ
ン
ズ
の
再
来
日
以
降
の
就
職
に
は
折
田
彦
市
が
深
く
関
わ
り
、
明
治

二
十
八
年
七
月
末
日
の
三
高
満
期
退
職
後
二
か
月
も
の
間
、
官
舎
に
と
ど
ま
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
に
加
え
、
造
士
舘
へ
の
雇
入

れ
と
第
三
髙
等
學
校
の
再
雇
用
も
、
第
三
髙
等
學
校
長
の
折
田
彦
市
の
許
可
や
紹
介
で
成
立
し
た
可
能
性
が
認
め
ら
れ
る
。
筆
者

が
確
認
す
る
限
り
、
ジ
ェ
イ
ン
ズ
が
浮
田
に
宛
て
た
書
簡
は
こ
れ
ら
の
可
能
性
を
今
に
伝
え
る
唯
一
の
資
料
で
あ
る
。

浮
田
和
民
は
、
最
後
の
書
簡
⑧
日
付
の
三
ヶ
月
後
、
文
部
省
が
旧
師
の
再
入
洛
を
認
可
し
た
頃
、
東
京
專
門
學
校
に
移
籍
し
た
。

（
三
）
米
国
で
の
晩
年
以
降
の
文
書

一
八
九
九（
明
治
三
二
）年
七
月
末
日
に
三
高
を
満
期
退
職
と
な
っ
た
ジ
ェ
イ
ン
ズ
は
、「
熊
本
バ
ン
ド
の
先
輩
達
が
キ
ャ
プ
テ
ン
・

ゼ
ー
ン
ズ
師
と
別
れ
る
時
に
送
っ
た
一
大
日
本
風
景
写
真
帳
」
と
報
じ
ら
れ
た
ア
ル
バ
ム
を
手
に
、
帰
米
し
た
（『
基
督
教
世
界
』）。

ア
ル
バ
ム
巻
頭
の
ロ
ー
マ
字
署
名
は
全
員
元
熊
本
洋
學
校
生
で
、
熊
本
バ
ン
ド
以
外
の
生
徒
の
名
前
が
見
ら
れ
る
。
―
市
原
盛
宏
、

河
野
鯱
雄 ［
北
海
道
廰
地
質
調
査
鉱
床
主
任
］、
小
崎
弘
道
、
金
森
通
倫
、
藏
原
惟
郭
、
中
原
淳
藏 ［
当
時
、
東
京
高
等
工
業
教
授
］、

大
宮
弥
平 

［
東
京
上
野
駅
長
（
調
査
中
）］、
竹
下
康
之 

［
京
都
郵
便
局
一
等
郵
便
局
長
］、
徳
富
猪
一
郎
（
蘇
峰
）、
和
田
正
脩 

［
横

浜
野
澤
屋
（
の
ち
横
浜
松
坂
屋
）
顧
問
ほ
か
］、
浮
田
和
民
、
横
井
時
雄
、
海
老
名
喜
三
郎
（
彈
正
）、
由
布
武
三
郎 

［
文
部
省
参

事
官
、
高
等
商
業
（
現
、
一
橋
大
学
）
第
三
代
校
長
ほ
か
］、
加
藤
勇
次
郎 

［
熊
本
バ
ン
ド
、
同
志
社
［
ハ
リ
ス
］
理
科
学
校
（
明



二
四

浮
田
和
民
と
Ｌ
・
Ｌ
・
ジ
ェ
イ
ン
ズ
大
尉
の
人
間
的
交
流
―
浮
田
文
庫
書
簡
な
ど
を
通
し
て
―

治
二
十
五
年
改
称
）
物
理
学
教
授
、
京
都
市
水
利
事
務
所
技
師
ほ
か
］
―

ジ
ェ
イ
ン
ズ
と
熊
本
の
教
え
子
達
と
の
交
流
は
、
帰
米
し
た
ジ
ェ
イ
ン
ズ
最
晩
年
ま
で
続
く
。
ジ
ェ
イ
ン
ズ
が
リ
ウ
マ
チ
の
た

め
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
ロ
ス
ガ
ト
ス
（Los Gatos, CA

.

）
に
移
り
、
暖
地
を
求
め
て
ラ
イ
ツ
村
（W

rights, CA
.

）［
サ
ン
ノ
ゼ

と
サ
ン
タ
ク
ラ
ラ
の
中
間
に
あ
る
村
落
］
の
山
中
に
身
を
「
潜
め
」
て
一
人
住
ま
い
を
し
て
い
る
と
い
う
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
（『
大

阪
朝
日
新
聞
』）。
そ
の
翌
月
の
一
九
〇
五
（
明
治
三
八
）
年
八
月
、
小
崎
弘
道
夫
妻
は
、
米
国
伝
道
会
社
の
依
頼
で
米
国
の
土
を

踏
み
、
ラ
イ
ツ
村
の
ジ
ェ
イ
ン
ズ
を
訪
ね
た
。
小
崎
は
、
旧
師
が
事
業
に
失
敗
し
負
債
を
抱
え
て
い
る
こ
と
を
知
る
と
、
サ
ン
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
金
門
銀
行
で
七
〇
〇
ド
ル
を
用
立
て
旧
師
に
送
金
（
二
九
）
し
、
帰
朝
後
一
年
の
間
に
、
熊
本
洋
學
校
出
身
者
に
呼
び
か

け
て
一
四
〇
〇
円
余
り
を
調
達
し
て
銀
行
の
債
務
を
完
済
し
た
。
小
崎
の
訪
問
か
ら
三
年
後
の
一
九
〇
八
（
明
治
四
一
）
年
六
月

八
日
、
海
老
名
彈
正
は
、
組
合
教
会
世
界
大
会
に
日
本
代
表
と
し
て
英
国
エ
ジ
ン
バ
ラ
に
向
か
う
往
路
に
ジ
ェ
イ
ン
ズ
を
訪
ね
、

小
崎
、宮
川
、徳
富
［
蘇
峰
］、浮
田
、原
田
［
助
］
ら
洋
學
校
出
身
者
が
醵
金
し
た
見
舞
金
を
持
参
し
た
。
フ
ロ
ラ
が
海
老
名
に
ジ
ェ

イ
ン
ズ
の
訃
報
を
知
ら
せ
た
書
簡
⑨
（
三
〇
）
で
、「
夫
の
最
期
の
二
、三
か
月
、
彼
の
心
か
ら
不
安
を
除
く
こ
と
が
で
き
た
」
と
述
べ

た
が
、
海
老
名
の
持
参
し
た
見
舞
金
が
そ
の
時
の
経
済
的
支
援
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
。
海
老
名
は
復
路
十
一
月
頃

に
も
師
を
訪
ね
、
知
友
の
た
め
に
旧
師
と
記
念
写
真
を
撮
っ
た
。（
三
一
）
翌
一
九
〇
九
（
明
治
四
二
）
年
三
月
中
旬
、
ジ
ェ
イ
ン
ズ

は
健
康
を
害
し
て
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
・
サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
で
静
養
し
た
が
、
老
年
の
た
め
再
び
健
康
は
回
復
せ
ず
、
同
月
二
十
七
日

に
召
天
し
た
。

ジ
ェ
イ
ン
ズ
が
病
没
し
た
翌
年
一
九
一
〇
（
明
治
四
三
）
年
五
月
、
小
崎
弘
道
、
浮
田
和
民
、
岡
田
松
生
に
、
横
井
時
敬 ［
当
時
、

東
京
帝
国
大
学
農
科
大
学
教
授
］ 

が
加
わ
っ
て
総
代
と
な
り
、
弔
慰
金
を
添
え
て
、
悔
や
み
状
（
浮
田
文
庫
）
を
ジ
ェ
イ
ン
ズ
未
亡

人
フ
ロ
ラ
に
送
付
し
て
い
る
。
弔
慰
金
寄
贈
者
は
四
十
七
名
で
、
寄
贈
金
は
総
額
一
三
三
七
円
五
〇
銭
に
上
っ
た
（
浮
田
文
庫
）。



二
五

浮
田
和
民
と
Ｌ
・
Ｌ
・
ジ
ェ
イ
ン
ズ
大
尉
の
人
間
的
交
流
―
浮
田
文
庫
書
簡
な
ど
を
通
し
て
―

明
治
三
十
九
年
に
金
門
銀
行
へ
の
返
済
金
一
四
〇
〇
円
を
醵
金
し
た
元
洋
學
校
生
の
名
前
は
不
明
だ
が
、
浮
田
は
そ
の
一
部
を

醵
出
し
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
ジ
ェ
イ
ン
ズ
に
対
す
る
ど
の
贈
呈
や
醵
金
に
お
い
て
も
浮
田
の
名
前
が
挙
が
っ
て
い
て
、
弔
慰
金

を
寄
贈
す
る
際
に
は
世
話
役
ま
で
務
め
た
。

四　

結
び
に
か
え
て

浮
田
は
八
十
三
歳
ま
で
大
学
教
授
を
務
め
た
。
熊
本
バ
ン
ド
の
多
く
が
、
宗
教
家
或
い
は
伝
道
師
と
し
て
活
動
し
た
中
で
、
朋

友
と
は
道
を
異
に
し
て
い
る
。

理
論
と
実
践
を
系
統
だ
て
、「
言
行
に
裏
表
矛
盾
の
な
い
学
匠
」
浮
田
が
、
教
員
を
選
ん
だ
理
由
は
、「
実
際
教
員
以
外
に
能
が

な
い
と
自
覚
し
た
か
ら
」
だ
っ
た
と
い
う
。
そ
の
よ
う
な
浮
田
の
講
義
を
、
彼
の
教
え
子
達
は
、「
注
込
教
育
で
な
く
、
開
発
主
義

に
て
、
学
生
に
、
自
学
自
修
、
常
に
研
究
努
力
の
習
慣
を
植
え
付
け
た
」、
或
い
は
、「
堅
い
信
念
を
語
る
態
度
は
学
生
に
深
い
感

銘
を
与
え
、
極
め
て
謙
虚
で
、
飾
り
気
も
衒
気
も
誇
張
も
な
い
人
格
は
、
学
生
か
ら
敬
慕
さ
れ
た
」
と
回
顧
し
た
（『
浮
田
和
民
先

生
追
懐
錄
』、『
同
志
社
時
報
』）。
ど
れ
を
と
っ
て
も
、
浮
田
は
旧
師
ジ
ェ
イ
ン
ズ
の
流
儀
を
引
き
継
い
で
い
る
。

取
り
上
げ
た
七
通
の
書
簡
は
、
ジ
ェ
イ
ン
ズ
が
在
米
し
、
か
つ
、
浮
田
和
民
が
イ
ェ
ー
ル
大
学
に
留
学
し
た
一
八
九
二
（
明
治

二
五
）
年
か
ら
、
四
年
半
に
亘
っ
て
浮
田
に
送
付
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
前
妻
ハ
リ
エ
ッ
ト
の
没
後
、
ジ
ェ
イ
ン
ズ
は
、
五
人
の

実
子
を
教
育
し
な
が
ら
、
米
国
か
ら
同
志
社
の
動
向
を
注
視
し
た
。
同
志
社
第
二
代
社
長
、
小
崎
弘
道
の
紹
介
で
二
年
間
京
都
第

三
髙
等
中
學
校
（
途
中
で
、
第
三
髙
等
學
校
に
改
称
）
に
奉
職
し
、
そ
の
後
、
鹿
兒
島
縣
尋
常
中
學
造
士
舘
の
職
を
得
た
。
し
か
し
、

ジ
ェ
イ
ン
ズ
が
明
治
二
十
八
年
七
月
末
日
に
三
高
を
退
職
し
た
あ
と
造
士
舘
に
奉
職
す
る
ま
で
、
職
に
就
い
た
記
録
が
見
当
た
ら

な
い
。
つ
ま
り
、
彼
は
、
一
年
半
、
浪
人
の
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。



二
六

浮
田
和
民
と
Ｌ
・
Ｌ
・
ジ
ェ
イ
ン
ズ
大
尉
の
人
間
的
交
流
―
浮
田
文
庫
書
簡
な
ど
を
通
し
て
―

ジ
ェ
イ
ン
ズ
は
、
最
大
級
の
責
め
苦
に
耐
え
て
い
た
そ
の
四
年
半
の
間
―
ス
カ
ダ
ー
家
と 

Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｆ
Ｍ 

か
ら
迫
害
を
受
け
て
い

た
一
時
帰
米
時
代
と
、
浪
人
と
い
う
試
練
を
味
わ
っ
た
再
来
日
―
に
、
多
岐
に
渡
る
大
量
の
私
的
情
報
を
同
志
社
教
授
、
浮
田
和

民
に
送
り
続
け
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
七
通
の
書
簡
の
ほ
か
、
ス
カ
ダ
ー
家
の
醜
行
を
暴
露
す
る
ロ
イ
ス
の
供
述
書
や
、
故
人
と
な
っ
た
夫
に
代
わ
っ
て
、
生

前
の
夫
へ
の
厚
情
に
対
し
、
熊
本
の
ボ
ー
イ
達
に
感
謝
の
詞
を
述
べ
る
フ
ロ
ラ
の
書
簡
、
或
い
は
、
ジ
ェ
イ
ン
ズ
へ
の
弔
慰
金
寄

贈
者
名
簿
な
ど
、
ジ
ェ
イ
ン
ズ
に
関
す
る
重
要
文
書
が
、
同
志
社
大
学
で
な
く
、
浮
田
和
民
の
縁
で
、
早
稲
田
大
学
に
現
存
す
る

と
い
う
事
実
は
、
特
記
す
べ
き
事
項
で
あ
る
。
浮
田
へ
の
書
簡
が
存
在
し
な
け
れ
ば
、
再
来
日
前
後
の
ジ
ェ
イ
ン
ズ
の
日
常
を
窺

い
知
る
こ
と
や
、
再
来
日
後
に
公
文
書
か
ら
消
え
た
ジ
ェ
イ
ン
ズ
の
動
向
を
埋
め
る
こ
と
は
勿
論
の
こ
と
、
造
士
舘
で
の
奉
職
や

三
高
へ
の
復
職
に
至
っ
た
経
緯
―
折
田
校
長
の
援
助
―
を
推
論
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

自
著K

U
M

A
M

O
T

O
, A

n E
pisode in Japan's B

reak from
 Feudalism

.

（
同
志
社 

社
史
々
料
編
集
所
）
や 

Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｆ
Ｍ 

宣
教

師
書
簡
（
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
・
同
志
社
大
学
所
蔵
）
で
は
、熱
く
燃
え
る
太
陽
の
よ
う
に
異
彩
を
放
ち
、「
な
す
べ
き
こ
と
は
啓
発
、

即
ち
、教
育
の
み
な
り
」
或
い
は
「
正
真
正
銘
の
真
実
で
あ
る
な
ら
、ど
の
よ
う
な
場
合
で
も
そ
れ
は
真
実
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
い
う
イ
ズ
ム
を
貫
い
た
ジ
ェ
イ
ン
ズ
の
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。

一
方
、
ジ
ェ
イ
ン
ズ
が
浮
田
に
宛
て
た
書
簡
に
は
、
師
弟
の
壁
を
越
え
て
、
個
人
的
な
こ
と
ま
で
相
談
で
き
る
同
志
と
し
て
成
長

し
た
浮
田
に
甘
え
、
時
に
は
、「
私
が
、［
鹿
児
島
で
過
ご
し
た
］ 
こ
こ
数
か
月
間
、
何
に
対
し
て
ど
れ
程
苦
し
ん
で
き
た
の
か
、
君

に
は
判
ら
な
い
で
し
ょ
う
。
お
金
さ
え
あ
れ
ば
、
と
っ
く
に
『
我
が
家
』
に
向
か
っ
て
い
ま
し
た
―
し
か
し
、
今
の
私
に
は
、［
米

国
に
帰
っ
て
も
］ 

我
が
家
は
あ
り
ま
せ
ん
。鹿
児
島
の
役
人
に
説
得
さ
れ
て
、こ
こ
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
次
第
で
す
。…
京
都
に
住
み
、

せ
め
て
折
に
触
れ
て
君
達
と
語
り
合
い
た
い
…
新
た
な
出
発
に
向
か
っ
て
、
何
か
貢
献
が
し
た
い
…
こ
ち
ら
の
暑
さ
は
半
端
で
な
く
、



二
七

浮
田
和
民
と
Ｌ
・
Ｌ
・
ジ
ェ
イ
ン
ズ
大
尉
の
人
間
的
交
流
―
浮
田
文
庫
書
簡
な
ど
を
通
し
て
―

［
京
都
か
ら
離
れ
す
ぎ
て
い
て
］ 

寂
し
す
ぎ
ま
す
。
も
う
一
年
こ
ち
ら
で
孤
軍
奮
闘
す
る
の
は
堪
え
ら
れ
ま
せ
ん
…
」（
書
簡
⑧
）
と
、

弱
気
な
一
面
を
吐
露
す
る
俗
人
ジ
ェ
イ
ン
ズ
が
描
か
れ
て
い
た
。
そ
れ
で
も
、
ジ
ェ
イ
ン
ズ
に
と
っ
て
、
浮
田
は
愛
お
し
い
対
象
に

変
わ
り
は
な
く
、
書
簡
に
は
、
教
え
子
、
浮
田
を
思
い
や
る
言
葉
が
綴
ら
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
書
簡
か
ら
は
、
浮
田
が
個
人
的
に

旧
師
と
交
流
を
持
つ
中
で
、
旧
師
が
窮
地
に
陥
る
た
び
に
で
き
る
限
り
の
支
援
を
し
て
い
た
こ
と
も
読
み
取
れ
た
。

そ
の
時
期
、
浮
田
は
、
ジ
ェ
イ
ン
ズ
に
最
も
近
い
存
在
で
、
ジ
ェ
イ
ン
ズ
が
全
幅
の
信
頼
を
寄
せ
る
こ
と
の
で
き
た
人
物
だ
っ
た
、

と
い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
。

注一 

Ｊ
・
Ｄ
・
デ
イ
ヴ
ィ
ス
が
、
以
下
の
よ
う
に
日
本
の
近
代
化
の
様
子
を
記
し
、
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｆ
Ｍ 

ボ
ス
ト
ン
本
部
の
Ｎ
・
Ｇ
・
ク
ラ
ー
ク
に
宛
て
て

書
簡
を
送
っ
て
い
る
。

 

「
…
日
本
政
府
は
、
こ
の
八
年
の
間
、
郵
便
局
、
電
信
、
鉄
道
、
汽
船
航
路
を
導
入
し
て
国
を
ま
と
め
、
着
実
に
力
を
つ
け
、
成
長
し
続
け
て

き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
悉
く
反
乱
の
芽
を
摘
み
、
反
乱
主
導
者
を
容
赦
せ
ず
打
ち
首
に
し
て
、
国
の
将
来
を
見
据
え
た
法
律
を
作
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、無
血
の
闘
い
で
中
国
を
征
服
し
、朝
鮮
国
を
開
国
さ
せ
ま
し
た
。
武
士
階
級
の
所
得
に
投
資
す
る
命
令
を
発
し
、直
ち
に
国
債
か
ら
二
、

三
年
分
の
所
得
を
捻
出
し
た
の
は
、
つ
い
二
、三
か
月
前
の
こ
と
で
す
。

 

　

そ
れ
で
こ
の
問
題
は
す
っ
か
り
け
り
が
つ
き
、
日
本
は
負
担
と
な
っ
て
い
た
大
き
な
心
配
の
種
か
ら
解
放
さ
れ
た
の
で
す
。
政
府
が
こ
の
命

令
を
出
し
た
が
っ
て
い
た
と
い
う
事
実
は
、
他
国
の
例
を
見
る
と
、
現
在
、
日
本
が
地
球
上
で
最
強
の
国
の
一
つ
で
あ
る
と
い
う
事
実
を
示
す

証
で
す
。
日
本
は
、
ト
ル
コ
と
比
べ
る
と
、
磨
け
ば
光
る
御
影
石
の
よ
う
な
も
の
で
す
。
…
」

二 

一
九
八
九
（
平
成
元
）
年
、
熊
本
県
教
育
委
員
会
は
、「
西
洋
文
明
、
食
品
な
ど
も
熊
本
に
初
め
て
も
た
ら
し
た
熊
本
洋
学
校
教
師
」
Ｌ
・
Ｌ
・

ジ
ェ
イ
ン
ズ
を
熊
本
県
近
代
文
化
功
労
者
（
故
人
）
と
し
て
顕
彰
し
て
い
る
。

 

（
熊
本
県
教
育
委
員
会
『
熊
本
県
の
近
代
文
化
に
貢
献
し
た
人
々
―
功
績
と
人
と
（
平
成
二
十
年
度
近
代
文
化
功
労
者
）
―
』）

三 

浮
田
和
民
の
遺
品
は
、
一
九
六
四
（
昭
和
三
九
）
年
、
浮
田
の
娘
婿
、
原
安
三
郎
氏
（
当
時
、
早
稲
田
大
学
名
誉
評
議
員
）
に
よ
り
、
早
稲
田



二
八

浮
田
和
民
と
Ｌ
・
Ｌ
・
ジ
ェ
イ
ン
ズ
大
尉
の
人
間
的
交
流
―
浮
田
文
庫
書
簡
な
ど
を
通
し
て
―

大
學
図
書
館
校
史
資
料
室
に
寄
贈
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
昭
和
十
三
年
に
逝
去
し
た
小
崎
弘
道
は
、
浮
田
の
遺
族
が
昭
和
三
十
九
年
に
遺
品

を
早
稲
田
大
學
図
書
館
に
寄
贈
し
た
事
実
を
知
り
得
た
は
ず
が
な
い
。
浮
田
の
没
後
彼
の
遺
品
が
遺
族
に
よ
っ
て
寄
贈
さ
れ
る
ず
っ
と
以
前
に
、

浮
田
は
、
旧
師
の
遺
族
か
ら
受
け
取
っ
た
ジ
ェ
イ
ン
ズ
の
遺
品
を
彼
が
長
を
務
め
た
東
京
專
門
學
校
圖
書
舘
に
所
収
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
な

の
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、
ジ
ェ
イ
ン
ズ
の
遺
族
が
浮
田
に
ど
の
よ
う
な
遺
品
を
贈
っ
た
の
か
は
ま
だ
確
認
で
き
て
い
な
い
。

四 

石
井
容
子
『
熊
本
洋
學
校
敎
師Capt. L. L. Janes

研
究
―
足
跡
と
功
績
―
』
佑
啓
堂
、
二
〇
一
三
年
、
四
〇
五
頁
。（
書
簡
③
訳
出
）

五 
石
井
容
子
（
二
〇
一
三
年
）
四
一
〇
‐
一
一
頁
。（
書
簡
⑤
訳
出
）

六 
石
井
容
子
（
二
〇
一
三
年
）
四
〇
〇
‐
〇
五
頁
。（
書
簡
②
訳
出
）

七 

石
井
容
子
（
二
〇
一
三
年
）
三
九
七
‐
四
〇
〇
頁
。（
供
述
書
①
訳
出
）

八 

ポ
ー
ル
・
Ｆ
・
ボ
ラ
ー
『
ア
メ
リ
カ
ン
ボ
ー
ド
と
同
志
社 1875

‐1900

』（
北
垣
宗
治 

訳
）、
新
教
出
版
社
、
二
〇
〇
七
年
、
一
二
六
頁
。

九 

石
井
容
子
（
二
〇
一
三
年
）
四
〇
六
‐
一
〇
頁
。（
書
簡
④
訳
出
）

一
〇 

「
…
あ
の
頃
、
合
衆
国
長
老
派
教
会
の
総
会
は
、『
本
教
会
は
、
国
の
南
部
で
見
ら
れ
る
国
内
の
奴
隷
制
存
続
が
基
督
教
宗
派
の
妨
げ
に
な
ら
な

い
と
い
う
公
認
原
理
に
従
っ
て
、「
本
来
」、
教
会
組
合
を
結
束
さ
せ
る
目
的
で
組
織
、
継
続
さ
れ
て
い
る
』
と
宣
言
し
た
。
私
の
父
は
そ
の
総

会
の
会
員
で
、
総
会
の
十
二
分
の
一
以
下
の
ご
く
少
数
の
反
対
派
と
し
て
発
議
し
活
動
し
た
。
そ
の
件
に
つ
い
て
、
反
感
を
買
う
よ
う
な
こ
と

は
一
切
な
い
。
宗
派
の
警
戒
心
も
、
ぜ
ひ
と
も
そ
し
て
ど
ん
な
犠
牲
を
払
っ
て
で
も
教
会
組
織
の
規
範
を
守
る
と
い
う
決
意
も
、
巨
大
宗
派
組

織
か
ら
同
じ
よ
う
な
抗
議
を
受
け
た
。
あ
の
悪
意
に
満
ち
た ［
南
北
］ 

戦
争
は
こ
の
振
舞
い
に
由
来
し
て
い
た
…
」

一
一 

第
三
髙
等
學
校
「
第
九
一
六
號
、
雇
外
國
人
満
期
解
傭
通
知
」
明
治
廿
八
年
十
月
三
日
。

一
二 

第
三
髙
等
學
校
「
第
九
一
六
號
」
明
治
廿
八
年
十
月
三
日
。

一
三 

石
井
容
子
（
二
〇
一
三
年
）
四
一
一
‐
一
四
頁
。（
書
簡
⑥
訳
出
）

一
四 

フ
ロ
ラ
は
、［
一
八
九
四
（
明
治
年
二
七
）
年
］ 

五
月
十
六
日
に
フ
ィ
ロ
ド
ア
を
出
産
し
た
。
第
三
高
等
學
校
再
赴
任
中
の
一
八
九
八
（
明
治

三
一
）
年
一
月
二
十
八
日
に
は
、
ア
イ
リ
ス
（Iris Janes

）
が
誕
生
し
た
。

 

（F. G N
otehelfer, A

m
erican Sam

urai: C
aptain L

. L
. Janes and Japan. (Princeton: Princeton U

P, 1985) p.258.

）

一
五 

O
tis Cary to J. L. Barton, K

yoto, M
ay 12, 1896.

（
ポ
ー
ル
・
Ｆ
・
ボ
ラ
ー
（
北
垣
宗
治 

訳
）、
前
掲
書
、
一
六
五
頁
）

一
六 

石
井
容
子
（
二
〇
一
三
年
）
四
一
七
‐
二
三
頁
。（
書
簡
⑧
訳
出
）



二
九

浮
田
和
民
と
Ｌ
・
Ｌ
・
ジ
ェ
イ
ン
ズ
大
尉
の
人
間
的
交
流
―
浮
田
文
庫
書
簡
な
ど
を
通
し
て
―

一
七 

鹿
児
島
県
教
育
委
員
会･

編
『
鹿
児
島
縣
教
育
史
』
下
巻
、
鹿
児
島
県
立
教
育
研
究
所
、
一
九
六
〇
年
、
七
〇
‐
七
一
頁
。

 

鹿
児
島
市
史
編
纂
委
員
会･

編
『
鹿
児
島
市
史
』
第
二
、
鹿
児
島
市
、
一
九
七
〇
年
、
八
二
八
頁
。

 
鹿
児
島
県･

編
『
鹿
児
島
県
史
』
第
四
巻
、
鹿
児
島
県
、
一
九
七
四
年
、
六
七
三
頁
。

 
山
下
玄
洋
『
中
学
造
士
舘
の
研
究
』
山
下
玄
洋
、
一
九
九
七
年
、
一
〇
八
頁
。

 

官
立
鹿
兒
島
髙
等
中
學
造
士
舘
は
一
八
九
六
（
明
治
二
九
）
年
九
月
に
廃
校
と
な
り
、
本
科
生
徒
は
、
第
五
髙
等
中
學
校
な
ど
他
の
高
等
中
学

校
に
転
校
し
た
。
予
科
生
徒
は
、
同
年
十
二
月
に
鹿
児
島
県
の
管
理
す
る
鹿
兒
島
縣
尋
常
中
学
造
士
舘
が
成
立
し
た
の
で
、
こ
れ
に
収
容
さ
れ
、

明
治
三
十
年
一
月
か
ら
授
業
を
始
め
て
い
る
。

一
八 

第
三
髙
等
學
校
「
第
一
一
二
六
號
、
履
歴
書 

第
三
髙
等
學
校
雇
教
師 

レ
レ
イ
、
レ
ー
イ
ン
グ
、
ゼ
ー
ン
ス
」
明
治
丗
年
八
月
二
日
。

一
九 

石
井
容
子
（
二
〇
一
三
年
）
四
一
四
‐
一
六
頁
。（
書
簡
⑦
訳
出
）

二
〇 

浮
田
和
民
夫
人
は
、
洋
學
校
及
び
同
志
社
の
同
級
生
で
あ
る
下
村
孝
太
郎
の
妹
で
あ
る
。

二
一 

第
四
九
四
號
「
外
国
人
傭
入
之
儀
伺
」
三
十
年
四
月
廿
三
日
（
第
三
高
等
学
校
関
係
資
料
）

二
二 

文
部
省
文
書
課
、
酉
秘
甲
二
〇
三
號
、
明
治
三
十
年
五
月
二
十
一
日
（
第
三
高
等
学
校
関
係
資
料
）

二
三 

第
三
髙
等
學
校
「
外
國
教
師
傭
入
御
届
」（
第
一
一
二
六
號
）
明
治
三
十
年
八
月
二
日
。

 

ジ
ェ
イ
ン
ズ
の
再
赴
任
に
関
し
て
、
以
下
の
公
文
書
も
入
手
し
た
。

 

　
　
　

第
二
三
七
〇
號

 

　
　
　

第
三
髙
等
學
校
傭
敎
師

 

　
　
　
　
　

北
米
合
衆
國
人　

ヱ
ル
、
ヱ
ル
、
ゼ
ー
ン
ス

 

　
　
　

第
四
髙
等
學
校
傭
敎
師

 

　
　
　
　
　

独
逸
國
人　

    

ヱ
ミ
ル
、
ユ
ン
ケ
ル

 

　
　
　

右
両
名
今
般
御
傭
入
ニ
付
何
レ
モ
奏
任
ニ
準
シ
身
分
取
扱
之
儀
協
議
之
趣
致
承
知
候
右
ハ
何
等
意
見
無
之
候
此
段
及
御
荅
候
也

 

　
　
　

明
治
三
十
年
十
一
月
六
日
式
部
長
男
爵
三
宮
義
胤

 

　
　
　

文
部
大
臣
侯
爵
蜂
須
賀
茂
韶
殿

二
四 

厳
平
『
三
高
の
見
果
て
ぬ
夢
―
中
等
・
高
等
教
育
成
立
過
程
と
折
田
彦
市
―
』
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
八
年
、
六
〇
頁
、
七
二
頁
。



三
〇

浮
田
和
民
と
Ｌ
・
Ｌ
・
ジ
ェ
イ
ン
ズ
大
尉
の
人
間
的
交
流
―
浮
田
文
庫
書
簡
な
ど
を
通
し
て
―

二
五 

折
田
彦
市
は
薩
摩
藩
に
生
ま
れ
、
藩
校
造
士
舘
の
出
身
で
あ
る
。（
厳
平
（
二
〇
〇
八
年
）、
一
八
頁
）

二
六 

浮
田
文
庫
所
蔵
。
石
井
容
子
（
二
〇
一
三
年
）
二
三
六
頁
（
悔
や
み
状
）、
二
三
七
頁
（
弔
慰
金
寄
贈
者
名
簿
）。

二
七 

旧
師
へ
の
弔
慰
金
寄
付
者
総
代
は
、
熊
本
バ
ン
ド
で
あ
る
小
崎
弘
道
、
浮
田
和
民
、
岡
田
松
生
に
加
え
、
横
井
時
敬
が
務
め
て
い
る
。

二
八 

第
四
○
六
號
「
故
井
上
子
爵
教
育
紀
年
金
」
領
収
書
、
明
治
廿
八
年
五
月
四
日
。（
第
三
高
等
学
校
関
係
資
料
）

二
九 

七
〇
〇
ド
ル
は
、
小
崎
弘
道
が
『
日
米
新
聞
』
社
長
、
安
孫
子
久
太
郎
の
紹
介
で
、
金
門
銀
行
か
ら
借
り
た
も
の
で
あ
る
。

 
（
小
崎
弘
道
『
七
十
年
の
回
顧
』
警
醒
社
書
店
、
一
九
二
七
年
、
二
〇
二
‐
〇
三
頁
）

三
〇 
石
井
容
子
（
二
〇
一
三
年
）
二
三
四
‐
三
六
頁
。（
書
簡
⑨
訳
出
）

三
一 

N
otehelfer (1985), pp.261-68.　

 

大
下
あ
や
『
父 

海
老
名
彈
正
』
主
婦
の
友
社
、
一
九
七
五
年
、
三
七
‐
四
〇
頁
。

 

渡
瀬
常
吉
『
海
老
名
彈
正
先
生
』
龍
吟
社
、
一
九
三
八
年
、
三
二
九
頁
。
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京
都
大
学
「
第
三
高
等
学
校
関
係
資
料
」（
京
都
大
学
大
学
文
書
館
所
蔵
）。

厳
平
『
三
高
の
見
果
て
ぬ
夢
―
中
等
・
高
等
教
育
成
立
過
程
と
折
田
彦
市
―
』
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
八
年
。

故
浮
田
和
民
先
生
追
懐
錄
編
纂
委
員
會･

編
『
浮
田
和
民
先
生
追
懐
錄
』
故
浮
田
和
民
先
生
追
懐
錄
編
纂
委
員
會
一
九
四
八
年
。

小
崎
弘
道
『
七
十
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の
回
顧
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警
醒
社
書
店
、
一
九
二
七
年
。

同
志
社
「
Ａ
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Ｃ
Ｆ
Ｍ 

宣
教
師
文
書
」（
同
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社
大
学
図
書
館
、
同
人
文
科
学
研
究
所
、
同
神
学
部
所
蔵
）。

同
志
社
『
同
志
社
時
報
』
第
二
百
三
十
四
號
、
同
志
社
、
一
九
二
五
年
十
月
一
日
。

同
志
社
「
廿
五
年
度
報
告
」、「
廿
六
年
度
報
告
」、「
廿
七
年
度
報
告
」、「
廿
八
年
度
報
告
」（
同
志
社
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史
資
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セ
ン
タ
ー
所
蔵
）

ポ
ー
ル
・
Ｆ
・
ボ
ラ
ー
『
ア
メ
リ
カ
ン
ボ
ー
ド
と
同
志
社　

1875

‐1900
』（
北
垣
宗
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訳
）、
新
教
出
版
社
、
二
〇
〇
七
年
。

渡
瀬
常
吉
『
海
老
名
彈
正
先
生
』
龍
吟
社
、
一
九
三
八
年
。

 

石
井
容
子
『
熊
本
洋
學
校
敎
師Capt. L. L. Janes

研
究
―
足
跡
と
功
績
―
』
佑
啓
堂
、
二
〇
一
三
年
。
な
ど


